
長崎大学病院 

南相馬市立病院（福島県） 

市立大村市民病院（大村市） 

長崎記念病院（長崎市） 

上五島病院にて 

光晴会病院（長崎市） 

豊見城中央病院（沖縄県） 

平成２９年１２月現在 

研修施設は 

５５施設あります。 



長崎大学病院群地域医療研修のよかところ！！！ 

１施設につき２

週間以上３か月

まで選べる！ 

55か所の地域か

ら選べる！ 

離島、輪番病院、

開業医、精神科病

院・・・等の多彩な

フィールド！ 

２か所以上の選択

も可能です！ 

（最大７か月範囲

内） 
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【五島地区】 【長崎市近郊】
№ ページ 名　　　称 住　　　所 （内科系）
1 5 長崎県上五島病院 南松浦郡上五島町青方郷１５４９-１１ № ページ 名　　　称 住　　　所

2 7 長崎県富江病院 五島市富江町狩立４９９ 30 長崎市立野母崎診療所 長崎市野母町２２８３-７

3 長崎県奈留医療センター 五島市奈留町浦１６４４ 31 64 カリタス診療所 長崎市西出津１３２-１

4 9 小値賀町国民健康保険診療所 北松浦郡小値賀町笛吹郷１７５７-８ 32 66 新里クリニック浦上 長崎市茂里町３-２０

33 68 宮崎内科医院 長崎市白鳥町３-１２

【対馬地区】 34 70 諸熊内科医院 長崎市中園町１１-２２

5 11 長崎県対馬病院 対馬市美津島町雞知乙1168番7 35 72 長崎腎病院 長崎市興善町５-１

36 74 南長崎クリニック 長崎市松ヶ枝町３-２０

【平戸地区】 37 76 白髭内科医院 長崎市片淵１-１３-２８

6 13 平戸市民病院 平戸市草積町１１２５-１２ 38 80 晴海台クリニック 長崎市晴海台町４３-５

7 15 平戸市立生月病院 平戸市生月町山田免２９６５

【佐世保地区】 （外科系）
8 17 長崎労災病院 佐世保市瀬戸越２−１２−５ 39 82 奥平外科医院 長崎市梁川町４-１５

9 19 北松中央病院 佐世保市江迎町赤坂２９９ 40 出口外科医院 長崎市大浦町９-１１

10 21 千住病院 佐世保市宮地町５-５ 41 長谷川医院 長崎市京泊３-３０-１７

11 23 井上産科婦人科医院 佐世保市新田町７０７−５ 

12 25 佐世保市立総合病院宇久診療所 佐世保市宇久町平郷２３４４ （小児科）
13 27 佐世保共済病院 佐世保市島地町10-17 42 84 きのしたこどもクリニック 長崎市住吉町３-１１

43 おおつかこども医院 長崎市滑石６-３-１

【大村地区】 44 86 みやぞえ小児科医院 長崎市矢上町２８－３１

14 29 市立大村市民病院 大村市古賀島町133-22 45 長崎県立こども医療福祉センター 諫早市永昌東町２４-３

（耳鼻科）

【島原地区】 46 88 重野耳鼻咽喉科 長崎市扇町１-２１

15 31 長崎県島原病院 島原市下川尻町７８９５

16 33 泉川病院 南島原市深江丁２４０５ （産科婦人科）
17 35 哲翁病院 南島原市口之津町甲１１８１ 47 90 三浦産婦人科医院 西彼杵郡時津町野田郷２５-１

【長崎市近郊】 （精神科）
（総合） 48 92 田川療養所 長崎市錦２-１-１

18 37 井上病院 長崎市宝町６-１２ 49 94 道ノ尾病院 長崎市虹が丘町１-１

19 39 日本海員掖済会長崎病院 長崎市樺島町５-１６

20 41 長崎市夜間急患センター 長崎市栄町２-２２ 【県外】
21 43 国立病院機構長崎病院 長崎市桜木町６-４１ 50 96 公立みつぎ病院 広島県尾道市御調町市１２４

22 45 長崎記念病院 長崎市深堀町１-１１-５４ 51 100 南相馬市立総合病院 福島県南相馬市原町区高見町２－５４−６

23 49 十善会病院 長崎市籠町７-１８ 52 102 公立相馬総合病院 福島県相馬市新沼字坪ケ迫１４２

24 51 上戸町病院 長崎市上戸町４丁目２－２０ 53 104 伊万里有田共立病院 佐賀県西松浦郡二ノ瀬甲８６０

25 53 済生会長崎病院 長崎市片淵２-５-１ 54 106 豊見城中央病院 沖縄県豊見城市字上田25番地

26 55 長崎友愛病院 長崎市蚊焼町２３１４-１ 55 108 医療法人医誠会　医誠会病院 大阪市東淀川区菅原6-2-25

27 57 長崎北病院 西彼杵郡時津町元村郷８００

28 59 医療法人光晴会病院 長崎市葉山1丁目3番12号

29 62 医療法人厚生会　虹が丘病院 長崎市虹が丘町１－１

地域医療研修先一覧 
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（１）選び方のポイント
①場所で選ぶ
長崎地区、佐世保地区、大村地区、離島、その他

②機能で選ぶ
輪番病院、開業医、長期療養型施設、リハビリ施設、精神科病院

③研修内容や診療科で選ぶ
内科系、外科系、小児科系、産婦人科系など

④指導医で選ぶ
赤ひげ先生、知り合いの先生、元大学教員など

（２）注意事項
①地域医療研修は、１施設３か月までとしてください。
（複数施設で最大７か月まで）
②福島県での地域医療研修を選択する際は、普通免許が必要です。
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№
ペ
ー

ジ
名　　　称

救
急
病
院

開
業
医

長
期
療
養
型
施
設

リ
ハ
ビ
リ
施
設

精
神
科
病
院

病
院

宿
舎

車
通
勤

宿
日
直

1 5 長崎県上五島病院 二次協力 ○ ○ 総合 ○ ○
2 7 長崎県富江病院 二次協力 内科 ○ ○ ○
3 長崎県奈留医療センター 二次その他 ○ 内科 ○ ○
4 9 小値賀町国民健康保険診療所 二次その他 内科 ○ ○
5 11 長崎県対馬病院 二次輪番 ○ 総合 ○ ○ ○
6 13 国民健康保険平戸市民病院 二次その他 ○ 総合 ○ ○ ○
7 15 平戸市立生月病院 二次協力 内科 ○ ○ ○
8 17 長崎労災病院 二次輪番 ○ 総合 ○ ○ ○
9 19 北松中央病院 二次輪番 内科 ○ ○ ○

10 21 千住病院 二次輪番 ○ 内科 ○ ○
11 23 井上産科婦人科医院 ○ 産婦 ○
12 25 佐世保市立総合病院宇久診療所 内科 ○ ○
13 27 佐世保共済病院 二次輪番 総合 ○ ○
14 29 市立大村市民病院 二次輪番 総合 ○ ○
15 31 長崎県島原病院 二次輪番 総合 ○ ○ ○
16 33 泉川病院 二次輪番 総合 ○ ○ ○
17 35 哲翁病院 内科 ○ ○ ○
18 37 井上病院 二次輪番 ○ 総合 ○ ○
19 39 日本海員掖済会長崎病院 二次輪番 総合 ○
20 41 長崎市夜間急患センター 一次救急 総合
21 43 国立病院機構長崎病院 二次輪番 総合 ○
22 45 長崎記念病院 二次輪番 ○ 総合 ○ ○
23 49 十善会病院 二次輪番 ○ 総合 ○
24 51 上戸町病院 二次その他 ○ ○ 総合 ○ ○
25 53 済生会長崎病院 二次輪番 総合 ○ ○
26 55 長崎友愛病院 二次協力 総合 ○ ○ ○
27 57 長崎北病院 ○ ○ 総合 ○ ○
28 59 医療法人光晴会病院 二次その他 ○ 総合 ○ ○ ○
29 62 医療法人厚生会　虹が丘病院 二次その他 総合 ○
30 長崎市立野母崎診療所 内科
31 64 カリタス診療所 内科 ○ ○
32 66 新里クリニック浦上 内科
33 68 宮崎内科医院 ○ 内科
34 70 諸熊内科医院 ○ 内科
35 72 長崎腎病院 内科 ○ ○
36 74 南長崎クリニック 内科
37 76 白髭内科医院 ○ 内科 ○
38 80 晴海台クリニック ○ 内科 ○
39 82 奥平外科医院 ○ 外科
40 出口外科医院 ○ 外科
41 長谷川医院 ○ 外科
42 84 きのしたこどもクリニック ○ 小児
43 おおつかこども医院 ○ 小児
44 86 みやぞえ小児科医院 ○ 小児 ○
45 長崎県立こども医療福祉センター ○ 小児
46 88 重野耳鼻咽喉科 ○ 耳鼻
47 90 三浦産婦人科医院 ○ 産婦 ○ ○
48 92 田川療養所 ○ 精神 ○
49 94 道ノ尾病院 ○ 精神 ○
50 96 公立みつぎ病院 総合 ○ ○ ○
51 100 南相馬市立総合病院 総合 ○ ○ ○
52 102 公立相馬総合病院 総合 ○ ○
53 104 伊万里有田共立病院 総合 ○ ○ ○
54 106 豊見城中央病院 総合 ○ ○ ○
55 108 医療法人医誠会　医誠会病院 二次輪番 総合 ○

地域医療研修病院マトリクス
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 長崎県上五島病院
　　（住所） 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷1549-11

２．常勤医師数 23 人 （平成29年9月1日現在）

５．標榜診療科

内科、神経内科、消化器内科、循環器内
科、呼吸器内科、腎臓内科、精神科、小児
科、外科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、
産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリ
テーション科、放射線科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 3 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 514 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） ○ 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

○ 分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○

○ その他 （ 検診、予防接種 ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ 手術 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）
内科外
来

検査
(UF、
GIF)

月 火 水 木 金

病棟、
救急、
ICU管
理

総合外
来

一括検
診

午後 （ 13:00 ～ 17:15

○ 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　円／月 院内・院外（病院から約　１㎞）

）

新患総
合カン
ファ病
棟、処
置

病棟、
検査、
処置
(RAFな
ど)

病棟、
検査、
処置
(CFな
ど)

病棟
CS、BF
など

在宅診
療

食器及び調理器具

宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 186 床 （ 平成 29

自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 158 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 3 程度

年代 50 代

卒業 昭和・平成63

ふりがな やさか　たかひろ

氏名 八坂　貴宏

出身大学 長崎大学

○ ガンガン

年

専門分野 外科、総合診療科

　当院は地域の基幹病院として、保健、医療、介護、福祉の統合を目標に、地域と共に歩み、信頼され
る病院作りを目指しています。疾病予防から、外来、入院、療養、リハビリにわたる一連の医療活動を
包括的に実践できるため、地域に、そして住民に寄り添う医療のすばらしさや、やりがいを体験できま
す。上五島病院は上五島地区唯一の総合病院として、地域の診療所、開業医院、老人保健施設、老人
ホームなどの施設と連携を取りながら、初期研修から専門研修までを行っています。訪問看護ステー
ションも併設し、学校保健、母子保健、産業保健、検診事業にも積極的に取り組み、地域に根ざした包
括ケアを実践しています。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 長崎県富江病院
　　（住所） 　長崎県五島市富江町狩立499番地

２．常勤医師数 3 人 （平成 29年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、小児科、外科、整形外科
眼科、リハビリテーション科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 65.4 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

○ その他 （ 当直 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ CVカテーテル、胸腔穿刺、腹腔穿刺、関節穿刺、気管挿管 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 外来 外来

月 火 水 木 金

外来 外来
外来
検査

午後 （ 13:00 ～ 17:15

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料 院外（病院から約　200　m）

） 病棟 在宅
特養診療

病棟 病棟
病棟
検査

○ 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 55 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　

有 病院食等の提供 食費：　　朝）　170円　　　昼）　310円　　　夕）　310円

１日平均入院患者数 52.6 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有

平日の宿直 月 程度

年代 30 代

卒業 平成 25

ふりがな 　なかしま　しゅうじ

氏名 　　中嶋　　　秀治

出身大学 　自治医科大学

ガンガン

年

専門分野

　当院は五島列島の五島市富江町に所在する病床55床の小さな一般病院です。富江町は人口約
5000人で高齢化率は40％を占め、外来や入院患者の多くは高齢者のため高齢者医療が主体です。
そのほかにも、夜間休日の救急外来、小児の予防接種や学校検診、また近隣介護施設への往診や
在宅医療など、総合的に富江町地区の医療の中核を担っています。
　当院での初期臨床研修の特色は「主治医としての即戦力」です。
１ヶ月という短期間ですが可能な限り主体的に検査や治療、医療介護福祉の連携について主治医とし
てマネジメントを経験していただきます。もちろん常勤医３名が全面的にバックアップしますので、未経
験のケースや不安な部分については指導医と相談しながら方針決定のプロセスを学ぶことができま
す。設備や人材など多くの面で大学病院とは異なる限られた医療資源の中で、いかに地域医療に貢
献するか、また今とこれからの高齢者医療を学び感じ取っていただければ幸いです。
　真面目なことばかり書きましたが、「オンとオフはしっかり」も当院研修の特色です。勤務時間外は五
島の美味しい料理やお酒、観光もしっかり堪能できますのでご安心ください。多くの先生方とお会いで
きることを楽しみにしています。

　なお、現在貴院以外にも複数の基幹型研修病院から協力型研修病院として毎月定員２名の初期研
修医を受け入れています。ご応募をいただいた時点で既に年度の定員を超えてしまう場合にはお断り
させていただく場合がございます。貴院から優先してお引き受けしたいと思っておりますので、お早め
のお申し込みをお願いいたします。

ゆったり ○

要相談。希望に応じて 
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 小値賀町国民健康保険診療所
　　（住所） 長崎県北松浦郡小値賀町笛吹郷1757番地8

２．常勤医師数 2 人 （平成29年4月1日現在）

５．標榜診療科
内科、小児科、整形外科、循環器内科
泌尿器科、精神科、眼科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約　70 人 平成 28

○ 外来診療（週に５回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ その他 （ 離島往診、特老回診、入院管理、当直 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:15 ～ 12:00 ） 外来 外来

月 火 水 木 金

外来 外来 外来

午後 （ 13:00 ～ 17:00

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料 院内

）
外来
病棟

特老回診

往診
外来
病棟

外来
病棟

特老回診

離島往診

病棟

外来
病棟

○ 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 17 床 （ 平成 29

不可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

有 病院食等の提供 食費：　500円／1食

１日平均入院患者数 約 4 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 2～4 程度

土日祝の宿直 月 2～4 程度

当直の有無 有

平日の宿直 月 10 程度

年代 60 代

卒業 昭和 51

ふりがな    た な か　    と し き

氏名 　田　　中　　敏　　己

出身大学 　北里大学

ガンガン

年

専門分野 　内科、小児科

　 小値賀町は、佐世保から約60㎞離れた外海一島一町の人口2,500人、市町村合併をせずに
頑張っている町です。島のほとんどが西海国立公園に指定されているほか近くにある野崎島は
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」として世界遺産登録を目指しています。緑松白
砂、風光明媚で海がきれい、古事記など歴史があり古民家も有名で、魚が美味しい自然豊かで
人がやさしい小さな島です。
小値賀診療所は健康管理センターを併設しており、国保の理念である「住民の健康増進・行き届
いたサービス・医療費の適正化」のため、予防医学や検診（特に家庭内血圧・糖尿病）、在宅医
療などを中心に保健・福祉・医療・地域包括連携ケアを行っています。診療所は島で唯一の医療
機関で、"装備された診療所"として診断を中心に考えて、CT・内視鏡検査・自前ラボ検査など緊
急一次医療体制を確立しての早期診断、緊急性がある時は確実な診療情報を提供し患者さん
の立場で病診連携を行っています。また、専門医外来（整形外科、精神科、肝臓外来、眼科、循
環器内科、泌尿器科）を定期的に開設し、本土までのアクセスを考慮して住民サービスを行って
います。月１回の小離島診療では船に乗って往診を実施しています。
外来・病棟は慢性疾患、終末医療など総合診療医的立場から幅広く患者サービスを行っていま
す。外来数70名前後/日、入院4名前後/日、救急車100名前後/年、三次病院搬送40名前後/年
です。
電子カルテを12年前から導入し、研修医にとっても仕事しやすい環境づくりをしております。近年
では地域医療研修で年間25名前後の研修医が全国各地からお見えになっています。まさに実
地の地域包括ケアの研修に最適な地だと思います。

ゆったり ○

10



６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 長崎県対馬病院
　　（住所） 対馬市美津島町雞知乙1168番7

２．常勤医師数 35 人 （平成29年9月1日現在）

５．標榜診療科

内科、循環器内科、小児科、外科、整形
外科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、精
神科、放射線科、人工透析内科、麻酔
科、臨床検査科、リハビリテーション科、
救急科、消化器内科、腫瘍内科、腫瘍外
科、緩和ケア放射線科、神経内科、血液
内科、脳神経外科、リウマチ科、泌尿器
科、皮膚科

✓ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 718 人 平成 28

○ ○

✓ 外来診療（週に　　　回可能） ✓ 訪問診療

✓ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ✓ １か月

✓ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

✓ 小児予防接種 ✓
回復期のリハビリに関する
業務

✓ 分娩

住民の健康講話等 ✓ 地域医療行政との交流 ✓
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

その他 （ ）

✓ 上部内視鏡 ✓ 下部内視鏡 ✓

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ✓ 心臓血管エコー

✓ 気管支鏡 ✓ ＩＶＨ ✓ 腰椎穿刺 ✓

土 日

午前 （ 8:45 ～ 12:00 ） 〇 〇

月 火 水 木 金

〇 〇 〇

午後 （ 13:00 ～ 17:15

〇 宿舎の有無 宿舎費用：35,000円／月(光熱水費込) 院外（病院から約０．２㎞）

） 〇 〇 〇 〇 〇

〇 調理器具(IHのみ)

〇 宿舎駐車場 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

〇 寝具（掛布団等） 〇 座卓等 〇 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

（原則研修２ヶ月目から）

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 275 床 （ 平成 29

〇 自家用車での通勤の可否 駐車場代：無料／月

〇 病院食等の提供 食費：1,120円／1日(朝300円、昼410円、夜410円)

１日平均入院患者数 224 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 １～２ 程度

土日祝の宿直 月 １～２ 程度

当直の有無 希望制

平日の宿直 月 １～４ 程度

年代 50歳 代

卒業 昭和 60

ふりがな かわかみ　ますひろ

氏名 川上　眞寿弘

出身大学 長崎大学

ガンガン

年

専門分野 総合内科・消化器内科

玄界灘に浮かぶ対馬は、有史以来、日本の領土でありながら、九州本土より朝鮮半島に近い離島です。古
来、魏志倭人伝にも記述があるように、大陸文化の架け橋として、日本の発展に貢献してきました。
対馬島民の生活は漁業や農業など第一次産業が基本です。最近では、韓国から自然を求めて多くの観光
客が訪れるようになりました。島民は多くの人が純心・素朴であり、地理的、歴史的に医療に恵まれない地
域のため、医師対患者関係を大事にする傾向があります。人口移動が少なく、一度信頼されると家族ぐる
みで受診します。このような島民性は、医療従事者に十二分にやりがいをもたらしてくれます。
航空機の発達により、九州の中心都市福岡まで３０分、長崎空港まで３５分で行けます。高次救急において
は、ドクターヘリの運航により、６０分でフライングドクターが到着出来るようになりました。夜間や悪天候時
は従来の航空自衛隊救難ヘリが運航します。
医師を含めた医療資源の乏しい地域で、“いかに島民の健康を守るか”　が命題でした。当時から“対馬の
医療の守り神”を合言葉に、住民健診など地域医療を守る活動が、福祉や行政と連携して展開されてきま
した。
対馬病院は、対馬いづはら病院と中対馬病院との再編統合にて、平成２７年５月１７日に開院したばかりで
す。２病院時代から、初期臨床研修医の研修病院として若い医師の養成に力を入れてきました。純心・素
朴な島民性、医師をはじめとした職員の地域医療に対する熱い思いが、若い医師にとっては臨床医として
成長できる場だと確信します。２ヶ月以上の研修期間を勧めます。実践（手技）に重きを置く指導です。消化
器、循環器、総合医、小児科医、一般外科医を目指す研修医に適していると思われる。休日には釣りが楽
しめます。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 国民健康保険 平戸市民病院
　　（住所） 長崎県平戸市草積町1125-12

２．常勤医師数 6 人 （平成　29年　10月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、外科、小児科、整形外科、眼科、
放射線科、リハビリテーション科、救急科

〇 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 213.7 人 平成 28

〇 〇

〇 外来診療（週に　　3回可能） 〇 訪問診療

〇 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇 ２週間 〇 １か月

〇 訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児予防接種 〇
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

〇 住民の健康講話等 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

〇 〇 〇 〇

〇 その他 （ 健診（事業所・乳幼児）、訪問リハ、特老回診、検査科実習、放射線科実習、離島研修等 ）

〇 上部内視鏡 下部内視鏡 〇

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 〇 心臓血管エコー

気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇

土 日

午前 （ 8:00 ～ 12:00 ）
健診
外来

訪問看護

月 火 水 木 金

健診
外来

健診
外来

健診
外来

OFF OFF

午後 （ 13:00 ～ 18:00

〇 宿舎の有無 宿舎費用：　2,000円／月 院内

） 病棟回診 訪問診療 特老回診 訪問診療 病棟

〇 食器及び調理器具

〇 宿舎駐車場 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

〇 寝具（掛布団等） 〇 座卓等 〇 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 100 床 （ 平成 29

〇 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

〇 病院食等の提供 食費：　410円／食

１日平均入院患者数 85.9 人 平成 28 年度実績

年 10 月 1

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 3 程度

年代 50 代

卒業 平 7

ふりがな なかおけりょうた

氏名 中桶了太

出身大学 長崎大学

〇 ガンガン

年

専門分野 地域医療、内科一般、医学教育

　平成7年長崎大学医学部卒業。10年間の基礎研究従事の後に平成17年12月より平戸市民病院で地
域医療担当となる。病院内より病院外、訪問診療や、住宅支援を通じて地域や家族など患者さんの背
景を感じて診療に生かしたいと考えています。理論より実践、病院外のフィールド実習が得意です。
　最近はデジタル一眼レフで平戸の風景を撮影しています。
【病院からのメッセージ】
　地域の医療機関では、医師だけでなく、看護師、検査技師、薬剤師などの病院スタッフ不足です。さ
らに、都市と比較して高い高齢化率。地域の医療は遅れた医療なのでしょうか？いいえ、少ないスタッ
フは機動力を備えたチーム医療となり、高い高齢化率は10年先行く日本の姿。実は、将来を先取りし
た医療の姿なのです。さらに、予防医療で病気を少なくし、健康診断で早期発見・治療につなげ、充実
した福祉で安心を提供することが平戸市民病院と保健センターで展開している地域包括医療・ケアで
す。
　毎日、健診を担当し予防医学の実践を通じて習得します。夕刻は指導医と共に一日のふりかえりを
行い、日々の研修の学びを深めていきます。
　このような地域医療、他職種連携、保健、医療、福祉の連携、慢性期の管理など急性期中心の大学
病院と違う経験は、自らのキャリアの幅を広げます。地域医療のため関東、関西中心に16施設から研
修医が集まってきています。他施設の研修医と交流できることも、魅力の一つです。また、研修医専用
のワンルームタイプのお部屋は、風呂・トイレ別、インターネット完備で、環境面も充実しています。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 平戸市立生月病院
　　（住所） 平戸市生月町山田免２９６５

２．常勤医師数 4 人 （平成29年4月1日現在）

５．標榜診療科
内科、外科、小児科、リハビリテーション
科、整形外科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 122.5 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に　5　回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

○ その他 （ 健診 ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:00 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 13:00 ～ 17:15

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料 院内

） ○ ○ ○ ○ ○

○ 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 60 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

有 病院食等の提供 食費：朝食　450円/1食　昼食・夕食　500円/1食

１日平均入院患者数 45.8 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有

平日の宿直 月 4 程度

年代 60 代

卒業 昭和 62

ふりがな やました　まさみ

氏名 山下　雅巳

出身大学 長崎大学

ガンガン

年

専門分野 プライマリーケア

指導医からのメッセージ
　当院では地域医療におけるプライマリケアの重要性を最前線の現場で学んでもらうため研修医を
一ヶ月間ほど受け入れております。研修医にとって、当院での研修がいろいろな側面から医療を考え
る良い機会となり、医師として成長していってもらえたらと考えております。

医療機関からのメッセージ
　大自然に囲まれ、地域医療の最前線を学べる環境が当院にはあります。
　これまで当院にて研修を受けられた研修医は、都市部の病院では得られない経験及び感動に、そし
て、離島、へき地病院が抱える問題に直面し、将来に対する新たな気持ちを胸に医師として再出発を
されたのではないかと思います。
　当院では、職員一同でバックアップをさせていただき、将来の医師像確立の一助となれますことを
願っておあります。是非、生月病院で多くを感じてください。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 独立行政法人 労働者健康安全機構  長崎労災病院

　　（住所） 長崎県佐世保市瀬戸越2丁目12番5号

２．常勤医師数 51 人 （平成29年10月1日現在）

５．標榜診療科

内科、循環器内科、外科、脳神経外科、
整形外科、形成外科、泌尿器科、皮膚
科、放射線科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビ
リテーション科、麻酔科、救急科、臨床検
査科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 366.1 人 平成 28

× ○

○ 外来診療（週に1回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

× ○ ○ ○

○ その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 気管挿管、気道確保などのACLS ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:15 ～ 12:00 ）
外来診療（救

急含む）
病棟業務

外来診療（救
急含む）

感染症勉強会
(7:45〜8:10)
病棟業務

月 火 水 木 金

外来診療
（健康診断

含む）
病棟業務

外来診療（救
急含む）
病棟業務

臨床推論勉強
会

外来診療（救
急含む）
病棟業務

休診 休診

午後 （ 13:00 ～ 17:00 休診 休診

○ 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

）
検査(随時)、

手術
病棟業務
抄録会

検査（随時）、
手術、リハビリ
カンファ、緩和
カンファ、内科
症例カンファ、

病棟業務

検査(随時)
病棟業務

検査(随時)
病棟業務

検査(随時)、
病棟業務

○ 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・1,000円／月

○ 病院食等の提供 食費：　無料　・　32,400円／月

28 年度実績

年 4 月 1 日現在 ）病床数 350 床 （ 平成 29

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 1,2 程度

１日平均入院患者数 284.3 人 平成

土日祝の宿直 月 1 程度 1回あたり9,900円＋2時間時間外

ふりがな ふるもと　あきつぐ

1回あたり9,900円＋2時間時間外

土日祝の日直 月 1 程度 1回あたり9,900円＋2時間時間外

卒業 昭和・平成7 年

専門分野 内科学、感染症

氏名 古本　朗嗣

出身大学 鹿児島大学

年代 40 代

ガンガン

平成７年鹿児島大学卒業後、長崎大学病院感染症内科(熱研内科)入局。大学病院、複数の市中病院
で内科診療、呼吸器診療、感染症診療に従事。途中救急医療にも興味を抱き、AHAのBLS、ACLS
コースが開始される前の長崎におけるBLS、ACLSの普及にも携わりました。全身を診たいという気持
ちが内科学、感染症を専門にした理由です。初期研修期間は医師としての基盤を作る大事な２年間で
す。地域医療研修を通じて研修医のみなさんが医師の基礎となる基本的手技、コモンディジーズのマ
ネージメント、全身管理、症例プレゼンテーション、他職種とのコミュニケーション、自学スタイルの習得
などが出来るように促し、共に悩みながら研修医のみなさんが「主治医力」を培えるように協力してい
きたいと思います。
【病院からのメッセージ】
当院のキーワードは勤労者医療と地域医療の推進です。勤労者医療に関しては予防・健康診断・治
療・治療と就労の両立による職場復帰支援です。地域医療に関しては急性期病院として手術・救急患
者（ドクターヘリ含めて）の受け入れを積極的に行っています。これらの観点から総合診療医的見方に
よる幅広い研修が可能で、一方では各診療科専門領域での研修も可能です。当院は手術件数が多い
のが特徴でとくに整形外科、脳神経外科領域では種々な症例も豊富で、これら症例に対する放射線
科医による画像診断の指導体制や救急集中治療専門医や麻酔科による周術期全身管理の指導体制
も充実しています。一方、感染症内科による総合診療科的な診療体制も充実しています。地域医療枠
での１～３か月間の研修では研修医の希望する診療科で綿密濃厚な指導を受けられると確信してい
ます。今まで放射線科、麻酔科、消化器内科での研修を受けた研修医には好評です。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

（ 13:00 ～ 17:30 ）
消化器

内視鏡他
気管支鏡他 訪問看護他 訪問診療他

カンファランス
他

○ ○ ×

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

２週間 ○ １か月 ２か月 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１．医療機関名 地方独立行政法人北松中央病院

　　（住所） 佐世保市江迎町赤坂２９９番地

２．常勤医師数 9 人 （平成２８年　４月　１日現在）

５．標榜診療科 内科、外科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 250 人 平成 27

外来診療（週に２回可能） ○ 訪問診療 ○ 訪問看護への付き添い

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○ 腹部エコー ○ 心臓血管エコー

土 日

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ その他 （ 透析　他 ）

午後

月 火 水 木 金

午前 （ 8:45 ～ 12:30 ） 外来診療
内視鏡
または

生理検査
外来診療

内視鏡
または

生理検査

内視鏡
または

生理検査

有

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

有 寝具（掛布団等） 有 座卓等 有 エアコン 有 食器及び調理器具

宿舎駐車場 有 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

長崎大学第二内科（呼吸器）に属しています。平成18年　長崎大学　講師から当院に赴任し10
年目です。平成21年度からは理事長を兼務しています。
内科の基本は外来診療と考えていますので、多くの外来を見ています。先生方にも外来診療
の面白さが短い時間ですが伝えていきたいとおもいます。
【病院からメッセージ】
当院は地域密着型の急性期病院です。医師は少ないですが、ＭＲＩ、ＣＴを含めてすぐに撮影
でき、院内の検査技師も12名常駐していますので、エコー検査などは検査技師が行っていま
すので、エコーの勉強もできます。症候から診断をして検査を行い治療まで一貫してできる病
院です。内科医を目指されている方にはおすすめできます。

17．研修スタイル

27 年度実績

有・無・希望制

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 106 人 平成

当直の有無

平日の宿直 月 4 程度

有 病院食等の提供 食費：　無料　・　４００円／食

144 床 （ 平成 28 年 4 月 1 日現在 ）病床数

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

ふりがな ひがしやま　やすひと

年代

氏名

出身大学

東山　康仁

長崎大学

50 代

卒業 昭和 63 年

専門分野 内科

ガンガンゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

３．1日平均外来患者数 約

１．医療機関名 特定医療法人 雄博会　千住病院

　　（住所） 長崎県佐世保市宮地町5-5

２．常勤医師数 12 人 （平成 29 年 9 月 1 日現在）

年度実績41 人 平成 28

上部内視鏡 下部内視鏡 ○

住民の健康講話等 地域医療行政との交流

５．標榜診療科

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器
内科、腎臓内科・人工透析内科、糖尿病・
内分泌内科、リハビリテーション科、神経
内科、血液内科

２週間 ○ １か月 ２か月

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月・年

その他 （ ）

水 木 金 土 日

午前 （ 8:30

月 火

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ○ ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） ○ 訪問診療 ○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 創傷処理

腹部エコー 心臓血管エコー

○ その他 （ 緩和ケア病棟 ）

～ 12:30 ）
オリエン

テーション

超音波検
査、内視
鏡検査

超音波検
査、内視
鏡検査

リハビリ、
理学療法

リハビリ、
作業療法

× 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

午後 （ 13:30 ～ 17:30 ）

オリエン
テーショ

ン、病院・
診療所等
施設案内

病棟

病棟、病
棟総回
診、カン

ファ、医局
会議

リハビリ、
言語聴覚

療法

訪問リハ
ビリ

エアコン 食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

土日祝の宿直 月 程度

○ 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

程度

29 年 9 月 1 日現在 ）

専門分野 消化器内科

　当院は、「急性期病院を退院した患者さんたちはどこに行くのだろう？」「今後どうなるのだろう？」と
いった疑問にズバリ答えることのできる病院です。地域包括ケア病棟をはじめ療養型病棟、緩和ケア
病棟があり、その後の在宅・養護施設への入所に至るまでの流れを見ることができます。現在の医療
介護制度を踏まえた上での、地域医療における医師の役割についての理解を深めるにはお勧めです。
　研修医の先生の指導は、私と東副院長が主に担当しますが、各分野の専門医師を有する医局全体
で先生たちのことをお待ちしております。
　医師以外のコメディカルスタッフもやる気のある方ばかりですので、地域医療をあらゆる角度から学
ぶことができると思います。研修医の先生方からのリクエスト「こういうものも見れますか？」「外来を見
たい」などにも適宜対応したいと思っていますので、是非ご相談ください。

ふりがな かなざわ　 ゆうせい

病床数 260 床 （ 平成

１日平均入院患者数 221 人 平成 28 年度実績

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

土日祝の日直 月

氏名 金　　沢　　佑　　星

出身大学 大分医科大学

年代 40 代

卒業 昭和・平成9 年

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

ガンガンゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

１．医療機関名 井上産科婦人科医院
　　（住所） 佐世保市新田町７０７−５ 

２．常勤医師数 1 人 （平成26年4月28日現在）

５．標榜診療科 産科、婦人科

２週間 ○ １か月 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 50～60 人 平成 25

３か月

１月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

○ 外来診療 訪問診療 訪問看護への付き添い

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

○ 分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 径膣エコー ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:30 ） ○ ○
(9:00～14:00)

月 火 水 木 金

○ ○ ○
(9:00～14:00)

午後 （ 15:00 ～ 17:30

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○
(15:00～18:00)

○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

昭和 年

日現在 ）病床数 14 床 （ 平成 26

無 病院食等の提供

１日平均入院患者数 人 平成 25 年度実績

年 3 月 28

土日祝の日直

土日祝の宿直

当直の有無 無

平日の宿直

専門分野 産科・婦人科

・ＢＦＨの認定
・
・自然分娩（フリースタイル）
・母乳育児支援

60 代年代

卒業

ふりがな いのうえ　てつろう

氏名 井上　哲朗

出身大学 久留米大学

ガンガンゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名
地方独立行政法人 佐世保市総合医療センター宇久診療所

　　（住所） 長崎県佐世保市宇久町平2344番地

２．常勤医師数 2 人 （平成２９年　９月　１日現在）

５．標榜診療科 内科・外科・小児科・眼科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 83 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に　５回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○

○ その他 （ 予防接種等 ）

上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ） 外来診療 往診

月 火 水 木 金

外来診療 外来診療 外来診療

午後 （ 13:30 ～ 17:15

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料 院外（病院から約　０．１㎞）

） 外来診療 外来診療 外来診療 往診 外来診療

○ 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 17 床 （ 平成 29

否 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

○ 病院食等の提供 食費：　無料（検食）

１日平均入院患者数 10 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有（待機）

平日の宿直 月 4 程度

年代 60 代

卒業 昭和 55

ふりがな き　　べ　　みちひろ

氏名 岐　　部　　道　　広

出身大学 福岡大学

ガンガン

年

専門分野 総合医　脳神経外科

　宇久診療所がある宇久島は佐世保市西方約６０ｋｍにある五島列島最北端にある離島です。人口は
約２，１００人、高齢化率が５２．９％、基幹産業は農業と漁業及び商工業です。
　診療所はベット数１７床（一般病床１１床　療養病床６床）の有床診療所です。所長である私はプライマ
リーケアの認定医でもあります。もう一人の白倉先生は今年４月に赴任された若い方で、赴任前は救急
科に勤務されていました。
　患者さんは乳幼児から高齢者の方が様々な病状で来られ、あらゆる疾患を診ることができます。ま
た、地域の教育・保健・福祉関係機関と連携しており、学校健診・予防接種・福祉施設の往診など多種
の業務を経験できます。
　救急患者の受け入れもあり高度な医療機能を有する本院である佐世保市総合医療センターへの患
者の移送等バックアップ体制も構築しています。
　風光明媚な宇久島で穏やかな島民の方に囲まれ、診療所スタッフと共に安心・安全な医療の提供を
目指し研修してみてはどうでしょうか。
　余暇にはゴルフに魚釣り、夏は海水浴とレジャーも満喫できます。、

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 国家公務員共済組合連合会 佐世保共済病院

　　（住所） 〒857-8575　佐世保市島地町10-17

２．常勤医師数 64 人 （平成29年4月1日現在）

５．標榜診療科

消化器内科、呼吸器内科、腎臓内科、循
環器内科、糖尿病内科、腫瘍内科、消化
器外科、乳腺外科、胸部外科、整形外
科、皮膚科、泌尿器科、眼科、産婦人科、
耳鼻咽喉科、小児科、麻酔科、歯科口腔
外科、放射線科、リハビリテーション科、
脳神経外科、病理診断科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 529 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に1回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

○ 分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

その他 （ いずれも症例に応じて実施 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 挿管処置 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 13:45 ～ 17:30

○ 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） ○ ○ ○ ○ ○

○ 食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 413 床 （ 平成 29

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　 　円／月

○ 病院食等の提供 食費：　無料　・　朝食250円、昼食300円、夕食300円／月

１日平均入院患者数 241 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 1～2 程度

土日祝の宿直 月 1～2 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 2 程度

年代 50 代

卒業 昭和 61

ふりがな ふかの　たく

氏名 深野　拓

出身大学 長崎大学

ガンガン

年

専門分野 麻酔科

○病院よりメッセージ
　　当院は創立以来100余年を迎える歴史ある病院でもあり、佐世保市と長崎県北地区の急性期医療
を担う中核病院（地域医療支援病院、救急告示病院）としての役割を果たしています。消化器内科で
はEMRやESDによる消化器癌の治療も積極的に実施し、炎症性腸疾患、肝炎・肝癌の診断、治療も
行っています。外科部門では消化管、肝胆膵、乳腺疾患などの手術に力を入れており、整形外科にお
いても年900件の手術件数をこなしており、そのレベルも高く、中国からの研修留学生（医師）も受け入
れています。産婦人科では県内有数の治療実績があります。救急車搬入件数も毎月100台以上あり、
毎年救急救命士の方の実習を受け入れています。基本的疾患を経験し、basic skillを習得する上での
十分な症例数もあります。

○指導医よりメッセージ
・外国の患者さんと触れ合う機会が多いです。
・希望すれば米軍基地の中のクリニックに行くことができます。（基地内はアメリカだから全部英語です
  が、貴重な経験ができると思いますよ）
・研修に来た先生の将来の役に立つことを優先的に残してあげたいなぁと思っています。気管挿管は
　どこの科に行っても基本だから何例も経験してもらいます。緊急時に対応できる基本的な技術プラス
　役に立つことを残せるように心がけて指導しています。
・当院はイベント（九十九島遊覧船貸し切りの納涼会、佐世保川ボートレース、佐世保よさこい祭り、え
　ぼし24時間たすきリレーなど）も多いので佐世保のイベントを満喫してもらえます。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 公益社団法人地域医療振興協会 市立大村市民病院

　　（住所） 長崎県大村市古賀島町133-22

２．常勤医師数 31 人 （平成　29年　9月　1日現在）

５．標榜診療科

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、
腎臓内科、神経内科、感染症内科、皮膚科、
小児科、精神科、外科、心臓血管外科、泌尿器科、
整形外科、眼科、耳鼻咽喉科、産婦人科、麻酔科、
リハビリテーション科、放射線科、救急科、
歯科口腔外科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 324.8 人 平成 28

× ×

○ 外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

× × × ×

○ その他 （ 当直 ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 手術 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:15 ） 外来１日、内視鏡・検査・読影等3日、フリー1日
休み

月 火 水 木 金

エアコン 食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

病棟、手術、救急対応等

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

寝具（掛布団等） 座卓等

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ）
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 216 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　1,000円／月

無 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 188.4 人 平成 28 年度実績

年 5 月 1

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

当直の有無 希望制

平日の宿直 月 1 程度

年代 50 代

卒業 平成 2

ふりがな のなか　かずき

氏名 野中　和樹

出身大学 長崎大学

○ ガンガン

年

専門分野 総合診療

　当院では、科を乗り換えた研修ができるという点です。例えば内科の研修中であっても放射線科の専
門医のレクチャーを受けに行ったり、外科を研修しながら内視鏡も継続したりという感じです。いろんな
ところを同時並行に学んでいけるというのは、他にはない強みだと思います。医局が一箇所にまとまっ
ていて、コミュニケーションがうまく取りやすいからこそ、実現できる形だと思っています。また、地域医
療振興協会の全国の病院・診療所との交流も魅力の一つだと思います。
　現在、協会の中の専攻医が応援・研修という形で3ヶ月ごとに来てくれるので、研修医のいい兄貴分と
してコミュニケーションが取れるし、ほかの病院のやり方が融合でき、すごく勉強にもなっています。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 長崎県島原病院
　　（住所） 島原市下川尻町７８９５番地

２．常勤医師数 31 人 （平成29年　4月　1日現在）

５．標榜診療科

内科・循環器内科・消化器内科・呼吸器内
科・血液内科・外科・整形外科・脳神経外
科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射
線科・麻酔科・小児科・病理診断科・耳鼻
咽喉科・眼科（休診中）・皮膚科（休診中）

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 240.3 人 平成 28

× ×

○ 外来診療（週に２回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

× × × ×

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:45 ～ 12:00 ） ＧＩＳ 透視

月 火 水 木 金

心カテ
中央処置室 ＧＩＳ ＧＩＳ

午後 （ 13:00 ～ 17:30

○ 宿舎の有無 宿舎費用：　12,000円／月 院内

） フリー 心エコー、
ＥＤＳなど ＢＦ 急患対応 フリー

食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 254 床 （ 平成 29

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

× 病院食等の提供

１日平均入院患者数 190 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 ３～４ 回程度　　１回あたり　20,000円

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

年代 50 代

卒業 昭和 62

ふりがな やまにし　みきお

氏名 山西　幹夫

出身大学 自治医科大学

○ ガンガン

年

専門分野 消化器内科

【指導医からのメッセージ】
自治医科大学卒業後は、国立長崎中央病院（現在の国立長崎医療センター）でローテート研修を受
け、その後途中２年間の消化器内科の専門研修（亀田総合病院、癌研究会付属病院）を行いながら、
平成１５年まで離島の中核病院で総合内科医として勤務しました。現在の病院へは平成１８年から消化
器内科医として勤務しており、特に内視鏡診断・内視鏡的治療を得意分野としています。
当然、研修医の先生方には、消化器領域のみならず、離島での経験を生かした指導をするつもりでい
ます。年甲斐もなく、まだまだ自分も若いつもりでいますので、皆さんも若きエネルギーを当院で燃やし
てみませんか。

【病院からのメッセージ】
長崎県島原病院は島原半島における基幹病院であるため、あらゆる患者さんが来られます。そのた
め、救急を始めとしたプライマリ・ケアから専門的治療まで一連の流れを多数経験することができます。
また、中規模病院として小回りが利き、各診療科は密に連携ができており、診療科の壁が全くありませ
ん。
熱い指導医のもと少数精鋭の研修医で、研修目標に向かって多くの症例数を経験することができま
す。研修医の特徴に合わせたフレキシブルな対応も可能です。
研修医のみなさん、島原病院で研修してみませんか。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 210 人 平成 27

１．医療機関名 医療法人　栄和会　泉川病院
　　（住所） 南島原市深江町丁２４０５

２．常勤医師数 9 人 （平成２８年９月１日現在）

年度実績

３か月

１月 ２月 ３月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

エアコン 食器及び調理器具

午前 （ 8:30 休日

午後 （ 13:00 ～ 17:00 ）

心臓カテー
テル検査・
病棟回診※
希望により
夜間対応

病棟回診・新
患カンファラン
ス※希望によ
り夜間対応

各種委員会へ
の参加※希望
により夜間対
応

心臓カテー
テル検査・
病棟回診※
希望により
夜間対応

病棟回診 休日 休日

寝具（掛布団等） 座卓等

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

５．標榜診療科

内科、呼吸器内科、呼吸器内科（化学療
法）、感染症内科、消化器内科、循環器
内科、腎臓内科、アレルギー科、人工透
析内科、泌尿器科、外科、呼吸器外科、
消化器外科、乳腺外科、整形外科、リウ
マチ科、皮膚科、放射線科、リハビリテー
ション科

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月 ○

訪問診療 ○ 訪問看護への付き添い

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○

４月 ５月 ６月

小児予防接種 ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） ○

回復期のリハビリに関する
業務

分娩

その他 （ 介護老人保健施設、居宅支援事業所、通所リハビリ、グループホーム等の関連施設）

下部内視鏡 ○ 腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

○ 上部内視鏡 ○

その他 （
ペースメーカー植え込み、心臓カテーテル検査、経皮的冠動脈拡張・ステント
留置術、IABA、人工透析

）

月 火 水 木 金 土 日

～ 12:00 ）
外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

外来診療
病棟検査

休日又は
外来診療
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 120 床 （ 平成 28

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

有 病院食等の提供 食費：　２８０円／１食

１日平均入院患者数 108 人 平成 27 年度実績

年 9 月 1

月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

当直の有無 希望制

平日の宿直 月 1 程度

ガンガン

平成 15 年

当院は、医局制で各診療科間の連携もよく幅広く研修できる環境です。急性期医療は勿論のこと、介
護、在宅医療（緩和ケア）も法人内で完結できる医療体制に力を注いでおります。当院が位置する島
原半島南部深江町は高齢化が深刻なだけに、お年寄り目線の研修が出来るよう指導していきます。

※研修テーマ：『急患・救急車は断りません！』
地域に特化した救急～在宅まで一貫してバックアップできる施設を備えております。近年は、虚血性心
疾患に特化した県内でも有数の治療実績があり、24時間365日院長自ら待機を受け、緊急カテーテル
に備えております。又、災害派遣の訓練を看護師、臨床検査技師、放射線技師等と年に数回行ってお
ります。
当院の指針は、上記にあります通り、急患・救急車は断らないことをモットーに救急医療に取組んでお
ります。『何でもありの救急医療』『看取り医療』と当院では様々な研修が出来ることは間違いありませ
ん。

ふりがな いずみかわ　たくや

氏名 泉川　卓也

出身大学 帝京大学

土日祝の日直

専門分野
循環器内科、CVIT認定医、九州
CVIT評議員

年代 40 代

卒業

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

午後 （ 15:00 ～ 17:30 休み 休み

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料 院外（病院から約2㎞）

） 休み

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:30 ）

月 火 水 木 金

休み

〇 上部内視鏡 下部内視鏡 〇

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 〇 心臓血管エコー

気管支鏡 〇 ＩＶＨ 腰椎穿刺 〇

〇 〇 〇 〇

その他 （ ）

〇 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

〇 分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

１か月

〇 訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

25

〇 〇

〇 外来診療（週に　　　回可能） 〇 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 〇

１．医療機関名 医療法人博愛会　哲翁病院
　　（住所） 長崎県南島原市口之津町甲1181番地

２．常勤医師数 5 人 （平成２６年１１月　１日現在）

５．標榜診療科
内科、消化器科、外科、神経内科、産科、
婦人科、小児科、リハビリテーション科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 165 人 平成
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．貴院からのメッセージ

私は昭和５８年、福岡大学を卒業し、当時九州で２０名前後だった日本内科学会総合内科専門医の資格をとりました。その後、消化管診断学
では最先端の教室でありました福岡大学筑紫病院内科消化器科にて、八尾恒良先生の指導を受けました。
　哲翁病院には平成４年から勤務しておりますが、疾患は多岐にわたり、外来は総合診療科の様相を呈しています。従って私１人での消化管
疾患の検査、診断には限度があり、長崎大学消化器内科、福岡大学筑紫病院から上級医を派遣していただき、上部消化管（年間１，３００
例）、下部消化管内視鏡検査（同２８０例）､上部消化管透視検査（同１，０００例）を行っております。
　消化管に興味のある研修医には豊富な症例を提供できると考えます。
　私のほか、内科医、外科医が神経疾患、リハビリテーション、癌化学療法、緩和医療を行っており、研修に対応します。
　産科・婦人科においては、婦人科医による密度の濃い妊婦健診や分娩経過の診察が行えます。
　加えて二次救急医療機関としての救急対応、通院困難な患者への訪問診療を行っており、地域医療の現状を実感することが出来ます。
　また年間１，０００例を超える健診において、消化器内科、外科、産婦人科が一体となった癌検診を行っています。
　病棟には、外来からの様々な疾患患者のほか、近隣の基幹病院から紹介して頂いた術後管理、脳卒中、リハビリに加え、末期癌患者も多
く、終末期医療も経験出来ます。
　地域医療に興味のある研修医諸君の期待に沿えるよう、スタッフ一同努力を惜しみません。

年

専門分野 消化器内科

年代 50 代

卒業 昭和 58

ふりがな てつおう　かずひろ

氏名 哲翁　和博

出身大学 福岡大学

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 76 人 平成 25 年度実績

年 11 月 1 日現在 ）病床数 95 床 （ 平成 26

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

有 病院食等の提供 食費：　無料　

当院は島原半島の最南端、天然の良港「口之津港」に面しています。　開港450年を迎える港の歴史は古く、南蛮船渡来から我が国キリスト教
布教の根拠地となり、明治時代には三井の石炭積出港として栄えた反面、「からゆきさん」縁の地という哀しい歴史も併せ持っています。　折し
も開港450年と時を同じくして、大正2年、本院の前身である哲翁醫院開設より100周年という節目の年を無事経過することができました。　以
来、「博愛の精神をもって地域住民の健康の維持、向上に尽くす」という病院理念の下、地域医療に取組んでいるところです。　診療科目は、
開設当初は２科のみでしたが、大正9年県下で古さでは５指に入る病院として再編後現在は、内科、消化器内科、神経内科、外科、産科、婦
人科及びリハビリテーション科の7つの科目を有しています。　ベッド数は、一般35床、医療療養60床で合計95床と小規模病院ではあります
が、高齢化の進展が顕著な中でのお年寄りのケア、二次救急医療体制の充実を目指している点においては、地域医療に少しでも貢献できて
いるものと自負いたしております。
　昨今少子高齢化の進展により、私ども地域医療に携わる者に与えられる課題は今後更に複雑、多岐に亘っていくものと思われます。　その
ような中、当院としましても二次救急医療を担い、内科、消化器内科、外科、産婦人科が一体となって取組み、住民の健康管理、予防医療に
携わる健診事業等、地域に密着した病院としてその役目を果たして参るべく、病院関係者一同心を新たにしているところです。
　研修医の先生方には、本院において有意義な研修をしていただきたくご案内いたします
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 社会医療法人春回会井上病院
　　（住所） 長崎市宝町6-12

２．常勤医師数 24 人 （平成 29 年 4 月 1 日現在）

５．標榜診療科

内科･消化器科･循環器科･呼吸器内科･
神経内科･眼科･外科･形成外科･整形外
科･麻酔科･脳神経外科･放射線科･リハビ
リテーション科･

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 176 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） ○ 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ × ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ×

○ その他 （ 当直・肝生検・ペースメーカー植込み術 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:45 ～ 12:30 ）
ｵﾘｴﾝ
ﾃｰｼｮﾝ

内科
外来

月 火 水 木 金

新患ｶﾝﾌｧﾗ
ﾝｽ･病棟回

診

腹部超音波検
査･内視鏡検

査
病棟診療 病棟診療

午後 （ 13:30 ～ 17:30

宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

）
循環器検査
(心ｴｺｰ･ﾄﾚｯ

ﾄﾞﾐﾙ)

施設
訪問診療

在宅
訪問診療

病棟診療

内科ｶﾝﾌｧﾗ
ﾝｽ･外科手
術例ｶﾝﾌｧﾗ
ﾝｽ

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 112 床 （ 平成 29

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

○ 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 111 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 2 程度

年代 60 代

卒業 昭和 50

ふりがな せと　しんじ

氏名 瀬戸　信二

出身大学 長崎大学

○ ガンガン

年

専門分野 循環器内科

昭和50年（1975年）大学を卒業後、第3内科（現循環器内科）に入局し、以後循環器分野を中心に研修を重
ねてきました。循環器内科（第3内科）の准教授を経て、平成21年（2009年）4月より春回会井上病院に勤務
しています。内科認定医、循環器専門医、老年医学会専門医、プライマリ･ケア認定医、高血圧専門医など
を取得し、また、ミシガン大学医学部家庭医療科に留学し外来診療に関する指導法についても学んできま
した。一方、春回会井上病院はベッド数112床の小～中規模の病院ですが、長崎市内有数の救急病院とし
て多くの救急患者を受け入れるとともに、開放型病院として開放病床による診療も行っており、地域医療の
中核の一つとして機能しています。このため、多岐にわたる疾患を多く経験できるのみでなく、1人で複数の
疾病を有する高齢者の診療を第一線で経験できることも大きな特徴です。このような私どもの特徴と経験を
活かし、またそれを伝えながら、研修医の皆様と一緒に勉強していきたいと思っています。
【病院からメッセージ】
当院はベッド数112床と小規模ですが、常勤の職員総数1,034名にて健診から急性期、生活習慣病などの
診療を行っています。
当院の特徴として、
①医局：総合医局であり、日頃から診療科の壁を越えて医局全体で患者を診療する体制を作っています。
電子カルテを用いた医局全体のカンファレンスが週2回、抄読会週1回、病理カンファレンスを月1回行って
います。また、積極的に学会発表（呼吸器学会総会、消化器内視鏡学会総会など）を行っています。
②チーム医療の徹底：医師、看護師以外に薬剤師、リハビリ療法士、管理栄養士、メディカルアシスタント、
看護助手の病棟配置を行い、さらに情報共有のために電子カルテを構築し、多面的問題を有する患者の
診療を行っています。また、特に専門的処置を必要とする生活習慣病、睡眠検査などでは専門の医療ス
タッフの育成を行っています。
③消化管疾患に関して：健診から手術まで、内視鏡件数10,426例、外科的手術235件、卒後3年目の医師
から指導医まで多数の医師と専門技師が関わり診療を行っています。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

２．常勤医師数 13 人

５．標榜診療科

２週間 ○ １か月

４．研修受入上限人数 1 人 ／

３．1日平均外来患者数 約 190 人 平成 25

２月 ３月

２か月

○

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

○ 外来診療（週に２回可能）

その他 （

訪問診療

○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

）

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 13:00 ～ 17:00

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

不可 自家用車での通勤の可否

１．医療機関名

　　（住所）

日本海員掖済会長崎病院 
長崎市樺島町５－１６

（平成26年4月1日現在）

年度実績

月

内科、外科、整形外科、皮膚科、消化器科

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

18．研修医の声

・多数の外科的疾患を経験できた。

日現在 ）病床数 142 床 （ 平成 26

有 病院食等の提供 食費：　無料

専門分野 呼吸器外科

指導医からのメッセージ
　大学卒業後、長崎大学第1外科(現　腫瘍外科）に入局して、長崎以外に宮崎・大分・佐賀などの病院
にて勤務してきました。大分県立病院胸部血管外科などで呼吸器外科(肺がん、胸壁腫瘍、膿胸）を中
心に勉強し、平成13年より当院に勤務しています。呼吸器外科、乳腺外科、一般外科などで頑張って
おります。コンピューターはMac派で、MacbookPro、MacbookAir、iPadなど愛用して楽しんでおります。
近年記憶力の減退の補いとして、evernoteによるクラウドへの情報の蓄積に努め、新しい情報の活用
にも努めております。

医療機関からのメッセージ
　当院は、病床数142床（一般病床127、地域統括ケア病床15床）で内科、外科、整形外科、皮膚科、
泌尿器科の５科からなる病院で、常勤医師数は13名の長崎市椛島町の大波止・出島近くにある市中
病院です。輪番病院であり、急性期対応もそこそこあります。2013年11月より電子カルテが稼働してい
ます。近年当病院の医師はベテランの多いというか、言い換えれば高齢化がみられ、研修医の先生
方と共に勉強することは有意義で、歓迎すべきことと考えております。当院でのカリキュラムは地域病
院での１か月勤務ですが、大病院ではできない小規模病院としての経験を積むことができると考えて
おり、奮って応募していただければと思います。

希望制

検討中

検討中

出身大学 長崎大学

年代

卒業

ふりがな あづま　こうじ

氏名 吾妻　康次

土日祝の日直

土日祝の宿直 検討中

当直の有無

平日の宿直

１日平均入院患者数 96

昭和 54 年

60 代

人 平成 25 年度実績

年 5 月 1

ガンガンゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

（平成26年3月24日現在）

１．医療機関名 長崎市夜間急患センター
　　（住所） 長崎市栄町２−２２ 長崎市医師会館 1F 

２．常勤医師数 3 人

５．標榜診療科 内科、小児科、耳鼻科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 35 人 平成 24

○ ○

○ 外来診療（週に７回可能）
（夜間20:00～23:30　小児は20:00～6:00）

訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午後 （ 20:00 ～ 0:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○ ○

午前 （ 0:00 ～ 6:00 ○ ○

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○ ○

不可 自家用車での通勤の可否

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

無 病院食等の提供

病床数 無

　長崎市夜間急患センターは、指定管理者である長崎市医師会が管理・運営を行っています。
　診療は夜間専門で、内科は20：00～23：30（土、日、祝日は20：00～翌6：00）、小児科は毎日20：00～
翌6：00、それぞれ年中無休、および耳鼻咽喉科（月～金20:00～23:30）で診療を行っています。診療に
当たる医師は長崎市医師会会員、市中の小児科勤務医、大学病院の内科、小児科医局、耳鼻咽喉
科医局から交代での出動で、全体で約250名の医師に参加して貰っています。
　診療内容は一次救急として軽症の急病を対象にしていますが、長崎地域の夜間の救急医療のデー
トキーパーとして、特に小児科では二次病院に送るか否かのトリアージを行い、重要な役目を果たして
います。インフルエンザのように感染症が流行する場合は多くの患者を経験出来ますし、軽症と思わ
れる患者さんの中に思わぬ疾患が隠されている事に遭遇する事もあります。あなたもNHKの「ドクター
G」のように問診と聴・打診、簡単な検査だけで診断を当ててみませんか。

○内科：長崎市臨床内科医会、長崎大学病院各内科、成人病セン
ターの内科医が交代で出動。
○小児科：長崎市小児科医会、長崎大学小児科医局、市内病院小
児科勤務医師が交代で出動。

土日祝の日直

土日祝の宿直

当直の有無

平日の宿直

１日平均入院患者数

ガンガンゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 独立行政法人国立病院機構長崎病院

　　（住所） 長崎市桜木町6-41

２．常勤医師数 15 人 （平成29年 4月 1日現在）

５．標榜診療科
内科、外科、整形外科、小児科、リハビリ
テーション科、呼吸器外科、小児外科、精
神科、呼吸器科、心療内科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 77.8 人 平成 28

○ ○

外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

○ その他 （ 重症心身障害医療（主に病棟診療） ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

○ その他 （ 脳波検査、発達テスト ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 13:00 ～ 17:45

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） ○ ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 280 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　1,000　円／月

無 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 233 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

年代 50 代

卒業 昭和 62

ふりがな つる　あきら

氏名 津留　陽

出身大学 長崎大学

ガンガン

年

専門分野 小児科・小児神経・重症心身障害医療

大学卒業後、長崎大学小児科医局及び関連病院でNICUをはじめとした一般小児科の医療スキルを獲得したの
ち、胎児期から小児の中枢神経系病理を習得すべく、国立精神神経センターへ2年間国内留学しました。長崎大
学小児科に帰崎後は、約10年間小児神経を専門として、小児の中枢神経に関する救急医療から代謝変性疾患
やてんかんなどの診断・治療に従事しました。平成18年からは小児神経の知識を生かして、国立病院機構長崎
病院重心病棟に勤務しております。重心医療のかたわら長崎大学の学生講義、学生ポリクリの受入、小児神経
外来を担当し、小児神経および重症心身障害医療の教育に力を注いでおります。重症心身障害児の基礎疾患の
ほとんどが小児神経に関与しており、その診断・治療から慢性期に至った重症心身障害児の医療並びに療育の
縦断的な関わりについて、体験も含めて指導していきたいと思います。
【病院からのメッセージ】
当院は、長崎大学病院群ならびに長崎医療センターの初期臨床研修協力施設であります。それぞれの管理型病
院の小児科研修あるいは地域医療研修の枠の中で、研修医の希望により原則2週間の重症心身障害医療プロ
グラムを提供しています。当院の重症児（者）病棟の重度重複障がいの方を受持ちながら、基礎疾患の理解、起
こりやすい症状・病態の理解と対応、日常的な医療処置の理解と技術習得、多職種とのかかわりの理解と体験を
目標として研修します。急性期病院では経験できない、全人的医療を体験することができます。是非、重症心身
障害医療を一度は経験してみてください。また、重症心身障害医療のほかに、小児心身症、発達障がいについて
も希望にてオプションとして追加することができます。研修修了者からは「生きるとは何だろう、医療とはその点に
どんな手助けができるのだろうと考えさせてくれるきっかけとなったようにも思います。各々の専門に進めばなか
なか体験できない経験であり、感受性の強い時期にそのような環境で研修することができて私自身はラッキーで
あったと思い感謝しています。」との声がよせられています。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

午後 （ 13:15 ～ 17:00

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○ ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:15 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 外来診療（週に3回程度可能） ○
訪問診療（近隣診療所医師
と同行）

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 385 人 平成 24

１．医療機関名 社会医療法人長崎記念病院
　　（住所） 長崎市深堀町１－１１−５４

２．常勤医師数 19 人 （平成26年4月1日現在）

５．標榜診療科

内科、外科、小児科、整形外科、呼吸器
科、循環器科、形成外科、泌尿器科、消
化器科、放射線科、リハビリテーション
科、脳神経外科、血管外科、肛門科、胃
腸科、麻酔科
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

30 代

平成 15 年

専門分野 外科

程度

程度

（研修医原則無）

年代

卒業

ふりがな ともなが　てつお

氏名 朝長　哲生

出身大学 長崎大学

土日祝の日直 月 1

土日祝の宿直 月 1 （研修医原則無）

当直の有無 有

平日の宿直 月 1

１日平均入院患者数 241 人 平成

程度

25 年度実績

年 4 月 1 日現在 ）病床数 304 床 （ 平成 26

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

有 病院食等の提供
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16．研修医へのメッセージ

指導医からのメッセージ
　長崎記念病院は『地域のために　より良い医療を　心をこめて』の理念のもと、地域に密着した医療
を提供しています。当院の特徴は何と言ってもケアミックス病院であることです。同じ病院に様々な区
分の病床が存在しています。急性期～回復期・介護に至るまで、患者さんの管理を学ぶことができま
す。今後ますます進むであろう超高齢化社会下での患者さんの転帰に関して、実際に医療・介護内容
を学ぶことができ、そのマネジメントの一端をつかむことができるのではないでしょうか。
　職員数は全体で450人弱ですが病院の規模として、“チョウドイイ”規模なので、相手の顔の見える距
離・走っていけばすぐに相談できる距離で仕事ができるということが、私としては非常に気に入ってま
す。若さあふれる研修医の先生方の存在は大変ありがたく大歓迎です。
◎研修内容
　・初診患者さんへのfirst　touch（問診・診察・検査オーダー）、その結果判明後の相談（診断がついて
いない初診患者さんへのアセスメント）・検査・処置については身につけておきたい手技。
　・開腹及び腹腔鏡手術では、手術の一員（即戦力）として術野に近い場所で仲間に入って頂きます。
　・手術日でないときは、放射線科の先生に、それぞれ先生方が将来進みたい領域に合わせて当院で
蓄積した画像診断結果の読影方法などマンツーマンで指導が受けられます。
　・当院近隣の開業医の先生方のご協力のもと、在宅患者さん（特に緩和ケア）への往診に一緒に廻
る研修を必ず行っています。
　・2週間目からは毎週木曜日に外科当直を一緒に行います（金曜日早朝より術前・術後カンファラン
スを行うためで、慣れてきたらプレゼンもお願いしたいところです）。
　・外科外来以外でも、将来考慮に入れている科（内科・小児科・整形外科・形成外科・泌尿器科・放射
線科等々）での外来や検査・処置に加えていただくことももちろん可能です。
　病院での仕事内容は、一人ですべて完結するものでは到底なく、各方面への連絡・アレンジメント能
力が必ず必要になります。初期研修を終えられ3年目以降に、いよいよ一人で当直を迎える夜、少しで
も長崎記念病院での経験が活かされるような研修ができれば幸いです。

医療機関からのメッセージ
　当院は人口6万人の長崎市南西部地域に位置し、一般病床、回復期リハ病棟、医療療養病床、介護
療養病床を保有し、プライマリーケア・救急医療だけでなく、療養・介護にわたる地域の全領域の医療
を担っています。救急医療では、救急告示病院・長崎市病院群輪番制病院として365日24時間体制を
とっており、その実績（一般救急、小児救急）を以って、平成21年に長崎県で第1号の社会医療法人の
認定を受けています。
　また、長崎市南西部地域の医療・介護・福祉などの連携を強化するため地域の医療機関とともに「長
崎市南西部地域医療協議会を立ち上げ年4回の協議会を開催しています。
　平成23年度厚生労働省モデル事業である「在宅医療連携拠点事業」に選ばれ、現在当院の地域連
携室や居宅支援事業所を中心に地域の医療機関、介護事業所や行政等との連携を推進しています。
　平成24年度には長崎大学病院群研修プログラム「地域基盤型プライマリーケア外来研修」施設とし
て、また平成26年度には長崎大学病院の教育拠点としての認定を受け、.36909救急医療教育セン
ターの研修施設として地域医療のプライマリーケアから救急医療までファーストタッチのできる研修施
設として対応しています。
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17.長崎記念病院での地域診療研修について

18．研修の特典

18．研修医の声

・いろんな手技が出来た事や在宅医療にもふれる事が出来たのは良かったです。
・自分の業務をこなしながら常に気を使ってくださった点に感謝します。医学的知識、手技の指導だけ
でなく今後の進路などの相談にも乗っていただきました。

地域研修中に学会へ発表へ行く場合は、旅費や参加費の補助を行います!!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎記念病院　外科医長　朝長哲生（平成15年卒業）

・ 長崎記念病院は、長崎市南部地区に位置する中核病院です。
・ 『地域のために、より良い医療を、心をこめて』の理念のもと、地域に密着した医療を提供すべく日々
努力しています。
・ 記念病院の特徴は、何と言ってもケアミックス病院であることです。ケアミックス病院とは、同じ院内
に様々な医療区分の病床が存在する病院です。具体的には、一般病床（急性期病床）164床・回復期
リハビリテーション病棟48床・医療保険適応の療養病床44床・介護医療施設48床の計304床をもって
います。　急性期〜回復期・介護に至るまで、全ての医療区分の患者さんの管理を学ぶことができま
す。今後ますます進むであろう超高齢化社会下での患者さんの転機に関して、実際に医療・介護内容
を学ぶことができ、そのマネージメントの一端を掴むことができるのではないでしょうか。
・ 職員数は全体で400百人弱ですが、病院の規模として、“チョウドイイ”規模なので、相手の顔の見え
る距離・走っていけばすぐに相談できる距離で仕事ができるということが、私としては非常に気に入っ
ています。また、Dr.の高齢化も進んでおり、若さあふれる先生方の存在は、病院としても大変ありがた
く大歓迎です。

・具体的に先生方に取り組んで頂く研修内容としては、
・当院のようないわゆる市中病院での初診患者さんへのfirst touch(問診・診察・検査オーダー)、その
結果判明後の治療方針の相談（診断がついていない初診患者さんへのアセスメント）
・検査・処置については、上部消化管内視鏡・腹部エコー検査、胃瘻交換、点滴確保（末梢及び中心
静脈）、創縫合、胸腔ドレナージ、胆嚢穿刺・ドレナージ、急患への挿管、等身につけておきたい手技。
・開腹及び腹腔鏡手術では、手術の一員（即戦力）として術野に近い場所で仲間に入って頂きます。
・手術日でないときは、放射線科の先生に、それぞれ先生方が将来進みたい領域に併せて当院で蓄
積した画像検査結果の読影方法などマンツーマンで指導頂けます。
・地域診療枠での研修ですので、記念病院近隣の開業医の先生方のご協力のもと、在宅患者さん（特
に緩和ケア）への往診に一緒について廻る研修を必ず行っています。（毎回好評です。）
・2週目からは毎週木曜日に外科系当直を一緒に行います。（金曜日早朝より術前・術後カンファを行
うためでもあり、慣れてきた頃にはプレゼンもお願いしたいところです。）
・ 外科外来以外でも、将来考慮に入れている科（内科・小児科・整形外科・形成外科・泌尿器科・放射
線科）での外来や検査・処置に加えて頂くことももちろん可能です。

　当院での研修医の先生方の受け入れは現在の新臨床研修制度が始まって以来、昨年度来て頂い
たお二人の先生方が初めてでした。４週間の間だけでしたが、本当にあっという間に過ぎ去ってしまい
ました。それぞれの先生方がどのように感じられたかはともかくとして、先生方の来られていた期間
は、病院全体が大変活気に満ちあふれていたように感じます。記念病院として、研修医の先生方には
このような研修をして頂かねばならないという決まりはまだございませんので、良い意味で先生方と相
談しながらオーダーメイドの研修内容とすることができると思います。　地域診療枠での病院・研修先
選択の一つとして長崎記念病院を加えて頂けますと幸いです。
　病院での仕事内容は、一人で全て簡潔するものでは到底なく、各方面への連絡・アレンジメント能力
が、何科に進んだとしても必ず必要となります。先生方が初期研修を終えられて３年目以降に、いよい
よ一人で当直を迎える夜、少しでも記念病院での経験が生かされるような研修ができれば幸いです。
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内科、外科、脳神経外科、整形外科、形成
外科、泌尿器科、婦人科、麻酔科、放射線科
リハビリテーション科

６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

27 年度実績

月

５．標榜診療科

１．医療機関名

　　（住所）

２．常勤医師数 19 人

社会福祉法人十善会病院
長崎市籠町7－18

（平成28年　8月31日現在）

４．研修受入上限人数 1 人／

３．1日平均外来患者数 約 214 人 平成

住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ 外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療 ○ 訪問看護への付き添い

心臓血管エコー

○

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○ 腹部エコー ○

気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○ 創傷処理

） 外来 外来 救急外来 上部内視鏡

月 火 水 木 金 土 日

寝具（掛布団等）

宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

座卓等 エアコン 食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

２週間 ○ １か月 ２か月 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ○ ○

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

その他 （ ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ その他 （ 手術 ）

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ） カンファランス 救急外来

午前 （ 9:00 ～ 12:00
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

当直の有無

平日の宿直 月 程度

病床数

１日平均入院患者数

193 床 （ 平成

希望制

28 年 8 月 31 日現在 ）

144 人 平成 27 年度実績

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

ふりがな まつき　けい

後輩医師への指導・助言も密に行い、また他科との連携も十分に認識し日々の
に取り組んでいます。

【病院からのメッセセージ】
「救急から在宅まで」が当院のモットーです。

松木　啓

長崎大学

40 代

卒業 平成 14 年

専門分野 呼吸器内科

年代

氏名

出身大学
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 社会医療法人健友会　上戸町病院

　　（住所） 長崎市上戸町4-2-20

２．常勤医師数 12 人 （平成29年9月30日現在）

５．標榜診療科

内科、総合診療科、整形外科、リハビリテー
ション科、循環器内科、呼吸器内科、消化器
内科、肛門科、リウマチ科、神経内科、放射
線科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 172 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に1～2回可能） ○ 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

○ その他 （ 整形外科・リハビリテーション科 ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:40 ～ 12:40 ） 病棟 救急

月 火 水 木 金

エコー 外来 病棟

午後 （ 13:40 ～ 17:10

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） カンファ 往診 病棟 病棟 他職種

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 104 床 （ 平成 28

否 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月 ご相談に応じます

無 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 4 人 平成 27 年度実績

年 9 月 30

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 2 程度

年代 30 代

卒業 平成 16

ふりがな こんどう　けい

氏名 近藤　慶

出身大学 高知大学

○ ガンガン

年

専門分野

　当院では総合診療研修に重点を置いています。たとえば１人の患者が複数の疾患を持っている場合、
それを同時にマネジメントする。そのためCommon　diseaseを中心にさまざまな臓器の疾患が経験できる
のが特徴です。また入院、救急だけでなく外来や訪問診療も経験することで、１人の患者に継続してかか
わることができ、その中で責任をもって患者をみるという医師としての責任感を養うことができます。外来
研修ではさまざまな主訴の患者の診療にあたり、臨床推論の能力やコミュニケーションスキルをみにつけ
ることができます。「患者中心の医療の方法」を実践し、患者の解釈や期待、感情も把握しながらその人
の背景まで目を向ける事で病気を治療するだけではない全人的医療を経験できます。また積極的に患者
宅や施設など地域にも出ていき、予防活動にも取り組んでいます。
　少人数での研修のため指導医がマンツーマンで対応することが可能で、充実した指導をうけることがで
きます。また職員とは顔と顔の見える関係ができるためチーム医療が実践しやすいです。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

＊3月・8～12月は研修医ローテイトの兼ね合いにより、受入出来ない場合もございます。

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

＊入居状況により、受入出来ない場合もございます。

１．医療機関名 済生会長崎病院
　　（住所） 長崎市片淵2-5-1

２．常勤医師数 48 人 （平成　29年　10月　1日現在）

５．標榜診療科

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内
科、外科、消化器外科、整形外科、脳神経外
科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、リ
ハビリテーション科、放射線科、麻酔科、救急
科、腎臓内科、人工透析内科、糖尿病内科、
代謝内科、内分泌代謝内科、病理診断科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 153 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ☓ ☓ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

☓ ☓ ☓ ☓

○ その他 （ 特別養護老人ホーム　なでしこ荘での業務 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 甲状腺エコー、透析 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 12:50 ～ 17:15

○ 宿舎の有無 宿舎費用：34000～38000　円／月 院外（病院から約500m）

） ○ ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 ○ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

☓ 自家用車での通勤の可否 周辺駐車場の自己契約にて可（費用も自己負担）

○ 病院食等の提供 日当直時の食事は検食を用意

年度実績

年 10 月 1 日現在 ）病床数 205 床 （ 平成 29

当直の有無 有

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 人 平成

土日祝の日直 月 程度 ＊計1～2回予定

土日祝の宿直 月 程度

年代 50 代

卒業 昭和・平成

ふりがな あしざわ　きよと

氏名 芦澤　潔人

出身大学 長崎大学

○ ガンガン

年

専門分野 内分泌代謝内科

済生会長崎病院に勤務するまでは、大学病院第一内科で勤務していました。大学病院勤務中にも数
年間学生、研修医担当でした。入局者が15名程度の時があり、ほとんど一日中を研修医や医学部生
との交流に力を注いだ時期もありました。済生会グループには、それぞれの病院に研修医担当の医
師がおり、定期的に東京の本部に集まり、研修教育のありかたを意見交換し学んでいます。研修医
が、楽しくそして厳しく有意義な研修がおくれるようにと希望しています。もともと誰とでもよく話しをする
タイプですので、気楽に話しかけてもらっていいかと思います。楽しい研修を送りましょう。

医療機関からのメッセージ
毎年長崎大学からたくさんの研修医に、研修先として選んでいただいております。大変嬉しい限りで
す。当院の地域研修は、救急や内科を中心とした研修を基本としてます。救急車がきた際には、指導
医や他の研修医と一緒に動くこととなります。当院は全室個室で患者さん中心の医療を提供し、患者
さんのプライバシーが保たれ、良質な療養環境で治療に専念できます。急性期病院、地域医療支援
病院として、長崎市内でも南北広い地域から患者を受け入れており、特に救急車受入数は、市内でも
トップクラスです。また、救急・総合診療・専門外来でも多くの症例を経験でる環境にあります。各診療
科の垣根を超えた指導を受けることができる病院です。研修医の先生がどのような研修を行いたいの
か、事前に確認して有意義な研修になるよう心掛けています。研修以外では、当院の食堂はボリュー
ムも味も大変好評です。一生懸命研修をして、お昼にはデザート付きのおいしいご飯がまっています。
そしてまた午後から研修を頑張る！こういった毎日を過ごしていただけます。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）〇

4 4 4 休

午前 （ 8:30

17:00 ） 4 4 休

～ 12:00 ） 3.5 3.5 休 3.5 3.5 3.5 休

午後 （

金 土 日

その他 （

気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇

〇 〇 〇

〇 外来診療（週に　　　回可能） 〇 訪問診療 〇 訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

２週間 〇 １か月 ２か月 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１．医療機関名 医療法人共生会長崎友愛病院
　　（住所） 長崎県長崎市蚊焼町2314番地1

２．常勤医師数 4 人 （平成29年4月1日現在）

５．標榜診療科
内科・整形外科・形成外科・眼科・外科・
皮膚科・リハビリテーション科

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 78.4 人 平成 28

住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

小児予防接種 〇
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

エアコン

院内・院外（病院から約　　㎞）

〇

〇 その他 （ 宿日当直 ）

〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇 腹部エコー 心臓血管エコー

創傷処理

）

月 火 水 木

13:00 ～

食器及び調理器具寝具（掛布団等） 座卓等

有 宿舎の有無 宿舎費用：　5,000　円／月
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

土日祝の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 73.4 人 平成

当直の有無

平日の宿直 月 1 程度

日現在 ）病床数

28 年度実績

有・無・希望制

土日祝の日直 月 程度

80 床 （ 平成 29 年 4 月 1

駐車場代：無料（通勤手当あり）〇 自家用車での通勤の可否

〇 病院食等の提供 食費：　無料

卒業 昭和・平成50 年

ふりがな にわ　まさみ

年代

氏名

出身大学

丹羽　正美

長崎大学

60 代

専門分野 内科（薬理学）

長崎大学医学部を卒業後、大学院医学研究科に進学し実験的高血圧およびカテコーラミン、降圧薬
（αメチルドーパ、β遮断薬）の薬理学を専攻しました。急性心不全治療薬ドパミンの開発研究に参加
しました。掖済会病院内科勤務を経て、長崎大学医学部薬理学教室で高血圧の薬理学、生活習慣関
連病治療薬の臨床薬理学などの研究に従事しました。高血圧関連疾患としての認知症が遅発性海馬
錐体神経細胞死に起因すること、長時間作用性（第3世代）Ca拮抗薬に遅発性海馬錐体神経細胞死
の発症予防効果があることを発見しましたが、特に、血液脳関門保護薬の概念を提唱し、高血圧の治
療における血液脳関門保護の必要性を明らかにしました。
　本院での臨床では、私の薬についての研究を生かして、例えば高血圧の外来治療を行っています
が、生活習慣病では薬による治療だけでは、もとより根本的な治療にはならず、減塩など食生活を含
めた生活習慣の改善など包括的な治療が必要です。「医食同源」「病気を診るのではなく、病める人を
診る」をモットーに医療をしています。

ゆったり ガンガン
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 社会医療法人春回会　長崎北病院

　　（住所） 長崎県西彼杵郡時津町元村郷800番地

２．常勤医師数 17 人 （平成29年9月1日現在）

５．標榜診療科
内科、神経内科、リハビリテーション科、
循環器科、呼吸器科、消化器科、放射線

科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 130 人 平成 28

〇 〇

〇 外来診療（週に1回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 〇 １か月

訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児予防接種 〇
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

〇 〇 〇 〇

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇

土 日

午前 （ 8:45 ～ 13:00 ） 〇 〇

月 火 水 木 金

〇 〇 〇 〇

午後 （ 14:00 ～ 17:30

無 宿舎の有無　　 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） 〇 〇 〇 〇 〇

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 200 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

可 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 2 程度

年代 50 代

卒業 昭和・平成63

ふりがな いちのせ　かつひろ

氏名 一瀬　克浩

出身大学 長崎大学

ガンガン

年

専門分野 神経内科

当院は病床数200床、内科単科の病院です。
常勤医師17名中10名が神経内科医(専門医9、指導医5)ですので、患者さんも神経疾患が中心で
す。
200床を神経内科で使えるわけですから、脳血管障害、神経変性疾患をはじめ多彩な神経疾患
を数多く経験することができます。
画像診断をはじめとした検査も3TMRI、RIを始め神経内科疾患の診断に必要な物はそろってお
り、自由に使えます。　　放射線科医師も常勤ですので、主治医の意欲があれば、素早く診断
治療が進みます。
神経内科の治療の一環としてのリハビリテーションも充実しています。　リハ部門は神経内科
医のうち３名がリハビリテーション専門医（指導医2名）であり、リハスタッフも
(OT,PT,ST)156名、MSW10名、臨床心理士2名がいます。　ロボットリハビリテーションを含め
て質、量共に充実しています。
神経学会教育施設、リハビエリテーション医学会研修施設、脳卒中学会教育施設、認知症学会
専門医教育施設などの教育施設となっており、専門医資格の取得が可能です。神経内科疾患の
診断と治療、リハビリテーションを堪能できると思います。
指導医は代表として一瀬克浩先生を挙げておきます。長崎大学昭和63年卒。第一内科へ入局
後、平成6年から11年まで国立川棚病院神経内科、その後平成20年まで国立長崎医療センター
神経内科に勤務。平成20年8月より当院神経内科部長。　病院、神経内科が好きなのでしょ
う？　毎日夜遅くまで診療、指導に明け暮れています。　無類のビートルズ好き、Mac好きで
す。　医師室の机の上は新旧のMacとその残骸、部品で表面は見えず､座るところもありませ
ん。　車はもちろんbeetle。食らいつけば神経内科でもMacでもいくらでも教えてくれます。

ゆったり 〇
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間（別紙参照）

11．宿舎

１．医療機関名 医療法人光晴会病院
　　（住所） 長崎市葉山1丁目3番12号

２．常勤医師数 26 人 （平成29年4月1日現在）

５．標榜診療科

内科・消化器科・腎臓内科・呼吸器科・
リウマチ科・糖尿病内科・循環器内科・
外科・心臓血管外科・肛門外科・形成外
科・泌尿器科・リハビリテーション科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 264 人 平成 28

× ×

○ 外来診療（週に1回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

× × × ×

○ その他 （ ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）
内容は別紙の通り

月 火 水 木 金

午後 （ 13:00 ～ 17:00 ）

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 宿舎　：　有 宿舎費用：　　25,000円／月 院外（病院から約　0.3　㎞）

寝具（掛布団等） 座卓等 ○ エアコン

59



12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

日現在 ）病床数 179 床 （ 平成 29

○ 自家用車での通勤の可 駐車場代：　3,500円

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 140 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 1回 程度

土日祝の宿直 月 １回 程度

当直の有無 有

平日の宿直 月 4回 程度

年代 40 代

卒業 平成 8

ふりがな たけの　まさよし

氏名 武野　正義

出身大学 長崎大学

年

専門分野 循環器内科

私共は長崎北部地域の中核病院です。近隣の診療所の先生から患者さんの紹介があります。このため内科は
呼吸器・消化器・透析・循環器、外科は消化器・心臓血管と細分化しており、専門性の高い診療を提供していま
す。いわゆる初期診断をつけるという意味では物足りないかもしれませんが、長崎市内の病院で専門性の高い検
査や手技を学びたい方にはピッタリです。救急車搬入が月60件と多いのも特徴です。救急初期対応を学べる環
境であることも当院の特徴と思います。透析科、心臓血管外科といった非常に専門性の高い診療科があり、血液
透析の実際や心臓血管手術を経験できる点は、他病院にはない特徴と言えます。
総合内科がないため、common diseaseを対象とする総合診療はできませんが、専門性の高い診療科で多くの症
例を経験できるので、『たすきがけでこの分野を特に勉強したい』という研修医には当院での研修は最適だと思い
ます。当院はリハビリにも力を入れていますので、理学療法士と一緒にリハビリを学ぶこともできます。さまざまな
処置や手技を自分の手で数多く経験できる点、大学病院のようにカンファに追われることなく、調べたり勉強した
りする“自分の時間”がある点、それぞれの専門医の治療の実際や考え方を学べる点など、中規模病院ならでは
の特色を生かした私共のプログラムは、あなたの要望に柔軟に答えられると思います。もちろん患者さんやご家
族とのかかわり、スタッフ間のコミュニケーションに不安がないようにサポートしていきます。
また、医局は全科ひとつですので垣根なく何でも相談することができます。昼ごはんを食べながら、気になる患者
さんのことを相談することは日常的な光景です。私が所属している循環器内科は、急性心筋梗塞にも対応できる
緊急体制をとっており、カテーテル治療を中心にペースメーカー、ICDなどの不整脈治療も行っています。忙しくは
ありますが、定期的に抄読会を開いて最新の知識の習得を心がけ学会発表も積極的に行っています。循環器内
科のみならず病院全体として向上心を持って診療に当たる雰囲気があると思います。病院が借り上げている宿舎
の利用もできます。道ノ尾駅、道ノ尾バス停が病院のすぐ近くにありますので通勤も便利です。当院での研修に
参加して臨床の力をつけてください。
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別　　紙

10．研修医の勤務時間

（内　科）

（外　科）

月 火 水 木 金 土 日

外来 病棟
手技や検査 病棟 休日

（日当直あり）

午後 （ 13:00 ～ 17:00

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 病棟
手技や検査

病棟
手技や検査

病棟
手技や検査

12:00 ）

休日
（日当直あり）

休日
（日当直あり）

月 火 水 木 金 土 日

） 内科回診
手技や検査

手技や検査
抄読会

手技や検査
手技や検査

心カテ
手技や検査

手術 手術
休日

（日当直あり）
休日

（日当直あり）

休日
（日当直あり）

午後 （ 13:00 ～ 17:00 ） 手術 手術 手術

病棟回診
病棟業務

内科・外科合
同ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ

外来

病棟業務
検査

病棟業務
化学療法

術前ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ
病棟回診

MMG読影
病棟回診午前 （ 8:30 ～

61



６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 医療法人厚生会　虹が丘病院
　　（住所） 長崎県長崎市虹が丘町1番1号

２．常勤医師数 15 人 （平成29年9月1日現在）

５．標榜診療科

内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内
科・糖尿病内科・脂質代謝内科・腎臓内
科・人工透析内科・リウマチ科・神経内科・
外科・血管外科・消化器外科・肛門外科・
整形外科・皮膚科・放射線科・リハビリ
テーション科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 189 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に　2　回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 下肢血管エコー ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

午後 （ 1:00 ～ 5:00

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） ○ ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 150 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

有 病院食等の提供 食費：　無料　・　230　円／1食（昼食）

１日平均入院患者数 116 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

年代 40 代

卒業 平成 11

ふりがな

氏名 福島 徹也

出身大学 大分医科大学

ガンガン

年

専門分野 糖尿病内科

長崎市北部にある病床数150床の中規模病院です。
大規模病院とは異なり、地域に密着した医療を担っています。感冒、嘔吐下痢などの一般的疾患か
ら、急性腹症、虚血性心疾患など急性期疾患、高血圧、糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣関連疾
患、市中肺炎や睡眠時無呼吸症候群などの呼吸器疾患などを診察する機会が多いです。
疾患別としては、下肢血管センターがあり、長崎県内のPAD治療の中心を担っており、外科的手術件
数は全国トップクラスです。血管治療にあたっては、バイパス術、血管内治療など様々なアプローチを
チームで行い、最新の救肢治療にあたっています。また、下肢血管疾患がある場合は虚血性心疾患
合併率も高く、全身血管病としての治療を行います。
循環器疾患に関しては、冠動脈や末梢動脈カテーテル治療を積極的に行っています。256列マルチス
ライスCTによる冠動脈CTや心臓MRIなど画像システムも充実しています。
冠動脈評価だけでなく、心臓リハビリ室を新設し、心筋梗塞や心不全など心疾患患者の心臓リハビリ
を外来でも継続していくことができます。
糖尿病診療はコーチング理論を取り入れ、できるだけ患者さんのやる気を出せるよう、チーム医療で
取り組んでおります。糖尿病教室は月2クール施行しております。教科書的な教育ではなく、患者さん
のやる気を導きだせるよう、毎週の病棟カンファで、スタッフ全員で共通認識を持ち、患者治療にあ
たってます。
呼吸器内科では肺炎、肺気腫、喘息、慢性呼吸不全など多岐に渡る呼吸器疾患に対して、病初期か
ら回復期まで、リハビリ室等と連携を取りながら診療を行っています。また、睡眠時無呼吸症候群検査
および治療も施行してます。
慢性腎臓病に対しては、透析予防から導入、維持透析（血液透析および腹膜透析）まで行っておりま
す。急性期のCHDFなど体外循環治療も行い、集学的医療も可能です。
消化器疾患は内視鏡検査、大腸カプセル内視鏡検査、肝疾患治療、肝癌治療（TACE、RFA）、胆道系
治療は全般に渡り行います。消化器外科では、ヘルニア、胆石手術、胃癌・大腸癌では手術から化学
療法まで行います。
各専門分野での診療はもちろんですが、総合診療内科的患者さんを多く診察する機会に恵まれていま
す。中規模病院特有の科の垣根が低いことも特色です。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 カリタス診療所
　　（住所） 長崎県長崎市西出津町６７番地５

２．常勤医師数 3 人 （平成28年4月1日現在）

５．標榜診療科
内科・消化器内科・循環器内科・小児科・
歯科・眼科・リハビリテーション科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 61 人 平成 27

○ ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 9:00 ～ 13:00 ）
外来
訪問

外来
訪問

月 火 水 木 金

外来
内視鏡

外来
訪問

外来
内視鏡

外来

午後 （ 14:30 ～ 17:30

宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） 外来 外来 外来 休診 外来

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

27 年度実績

年 9 月 20 日現在 ）病床数 19 床 （ 平成 28

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 4 程度

１日平均入院患者数 12 人 平成

ふりがな はまさきけいすけ

氏名 濱﨑　圭輔

出身大学 長崎大学

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

年

専門分野 消化器内科

カリタス診療所は長崎市の外れの外海地区にあり、大学病院から車で５０分ほどかかります。
ここは隠れキリシタンの地として全国的に有名ですが、診療所も修道会が運営しています。職員は常
勤医師3名、シスター11名、一般職員59名です。19床の入院に１９床の老健、12床のショートスティを併
設しています。過疎化、高齢化が最も進んでいるところの一つですので、地域医療、老年医療、在宅医
療に興味がある先生には得るものがあると思います。

年代 50 代

卒業 昭和・平成 60
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 新里クリニック浦上
　　（住所） 長崎県長崎市茂里町3-20

２．常勤医師数 6 人 （平成２７年　８月　３１日現在）

５．標榜診療科
内科、透析内科、腎臓内科、循環器内
科、呼吸器内科、整形外科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 年

３．1日平均外来患者数 約 58 人 平成 26

〇 〇

〇 外来診療（週に　　　回可能） 〇 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇 ２週間 １か月

訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

〇 〇 〇 〇

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ 透析業務、透析シャントPTA ）

腹部エコー 〇 心臓血管エコー

気管支鏡 〇 ＩＶＨ 腰椎穿刺

～ ）
研修医の希望に可能な限り添います。

午後

月 火 水 木 金

（ ～ ）

無 宿舎の有無 宿舎費用：　

土

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

院内・院外（病院から約　　㎞）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン 食器及び調理器具

日

午前 （
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．貴院からのメッセージ

18．研修等アピールポイント

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

日現在 ）

１日平均入院患者数 人 平成

有 病院食等の提供 食費：　５００円／月

病床数 19 床 （ 平成 27 年

年度実績

当直の有無 無

平日の宿直 月 程度

8 月 31

ふりがな まつした　てつろう

氏名 松下　哲朗

出身大学

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

年

専門分野 循環器内科、透析内科

　実際の診療では、疾患の種類のみでなく患者さんの背景によって診療方針が大きく変わります。ま
た、地域医療においては、その時々の治療と同時に患者さんの生活も考えながら総合的に方針を考え
ていく必要があります。大きな病院では学べない地域医療の側面を、研修していただければと思いま
す。

当院は長崎でも有数の透析施設であり、維持透析患者さんの数も多く、透析に関しては多くの症例を診る
ことができます。シャントPTAの症例も多いですので、シャントPTAの習得を中心に研修をされてもいいかと
思います。
また、もうひとつの特徴として、診療所と介護施設が同じグループ内にあり、地域医療・介護についても包括
的に学ぶことができます。長崎では複数の診療所の医師が連携する形態が多いですが、当院は診療所内
に複数の医師が勤務しておりグループ内で対応できることも多く、通常とは違った形の地域医療のあり方を
研修することができると思います。

決まった研修スケジュールはありませんので、研修したい内容で、スケジュールを決めることができます。

年代 40 代

卒業 平成 3
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

午後 （ 14:00 ～ 18:00 ｘ ｘ

ｘ 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） ○ ○ ○ ｘ ○

土 日

午前 （ 7:40 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ -2600 ○ -1300 ｘ

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ｘ 心臓血管エコー

ｘ 気管支鏡 ｘ ＩＶＨ ｘ 腰椎穿刺 ｘ

その他 （ ）

ｘ 上部内視鏡 ｘ 下部内視鏡 ｘ

○ 訪問看護への付き添い

ｘ

ｘ 小児予防接種 ｘ
回復期のリハビリに関する
業務

ｘ 分娩

△ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

ｘ

○ 外来診療（週に６回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 50 人 平成 28

１．医療機関名 宮崎内科医院
　　（住所）

２．常勤医師数 1 人 （平成29年9月22日現在）

５．標榜診療科 内科・腎臓内科・糖尿病内科
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

○ ガンガン

年

専門分野 内科・腎臓病・糖尿病

地域医療は大きく変わりました。これまでミニ大学病院のように、多くの診療科を持った病院を作ること
が、その地域に必要でしたが、高速道路、ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘにより、機能分化が進み、どんな医療が必要とされ
るかを考えることが重要な時代になりました。高度医療が必要菜病院、一方では、医療、介護、地域と
連携を組んで、住民の傍に展開する医療も重要となってきており、超高齢化社会では益々後者が必要
とされています。どこでもＣＴ，MRIがある訳ではありません。当院では、”問診”と”身体所見、聴診器”
のみで診療する医療を重視し、毎日、患者毎が真剣勝負です。是非、その醍醐味を味わって下さい。ま
た、訪問診療も行っており、医療、介護連携の実際も学ぶことができます。さらに、腎臓病、糖尿病専門
医としての医療も展開しています。かかりつけ医から専門医療の展開まで、内科医のおもしろさを味わ
える貴重な機会だと思います。

ゆったり

年代 50 代

卒業 昭和 58

ふりがな みやざき　まさのぶ

氏名 宮崎正信

出身大学 長崎大

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 人 平成 年度実績

年 月 日現在 ）病床数 0 床 （ 平成

ｘ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

ｘ 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

不可 自家用車での通勤の可否

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

午後 （ ～

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:30 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 外来診療（週に６回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 45 人 平成 25

１．医療機関名 諸熊内科医院
　　（住所） 長崎市中園町１１−２２

２．常勤医師数 1 人 （平成26年6月9日現在）

５．標榜診療科 内科
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

18．研修医の声

・地域における開業医、かかりつけ医の仕事、患者と野関わりを学ぶことができた。

ガンガン

年

専門分野 消化器

　福岡大学卒業後、福岡大学筑紫病院にて長く外科の臨床をしておりました。臨床と共に、臨床データ
を用いた学会発表を行い、論文作成も行ってまいりました。それらを通じて、臨床だけでなく、そのデー
タを分析し臨床にフィードバックすることがいかに大切かを身をもって理解しました。
　現在、内科継承開業しておりますが、日々の一つ一つの症例の積み重ねの大切さを研修医の先生
と共に分かち合えたらと思います。
　当院の特徴としては、外科出身ということもあり、創処置から高血圧、高脂血症、糖尿病、その他多
彩な疾患を経験できるものと思います。
　私が教えるというより、共に患者様より教えていただこうという志のある先生方、小さい医院でご不自
由をお掛けしますが、是非当院にいらしてください。

ゆったり

年代 50 代

卒業 昭和 60

ふりがな たていし　さとし

氏名 立石　訓己

出身大学 福岡大学

土日祝の日直

土日祝の宿直

当直の有無

平日の宿直

１日平均入院患者数

病床数 無

無 病院食等の提供
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

１．医療機関名 医療法人衆和会 長崎腎病院
　　（住所） 長崎市興善町５−１

２．常勤医師数 5 人 （平成　29年　9月　1日現在）

５．標榜診療科
内科、泌尿器科、腎臓内科（人工透析）、リハビ
リテーション科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 年

３．1日平均外来患者数 約 176 人 平成 28

× ×

○ 外来診療（週に２回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ × ○ ○ ○

小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ × ○

○ その他 （ 入院診療、血液透析・ＣＡＰＤ管理 ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ ＰＴＡ、ＰＥＧ、腎生検、シャント穿刺、内シャント増設術 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 13:00 ～ 18:00

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

可 自家用車での通勤の可否
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 79 床 （ 平成 26

有 病院食等の提供

１日平均入院患者数 69.3 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 1 程度

当直の有無 有

平日の宿直 月 2 程度

年代 60 代

卒業 昭和 46

ふりがな はらだ　たかし

氏名 原田　孝司

出身大学 長崎大学

ガンガン

年

専門分野 腎臓内科

　大学卒業後、長年にわたり腎疾患の臨床、研究、教育に従事してきましたので、腎疾患の発症から
保存期腎不全の治療、末期腎不全の治療としての透析療法など腎疾患患者さんとの生涯の付き合い
が続いています。腎臓病は気づかないうちに進行し、末期腎不全に至ることがあります。種々の臓器
障害を来すことがありますので腎臓のみならず、全身臓器を診てゆく必要があります。末期腎不全
は、透析療法か腎移植を行わなければ死に至ります。長崎腎病院はそのような腎疾患患者さんのた
めの病院です。腎疾患の治療には薬物療法のみならず、食事療法、透析療法など自己管理も必要で
す。臨床研修をして頂くにあたり、医師のみならず薬剤師、管理栄養士、臨床工学技士、メディカルソ
シャルワーカーなどとのチーム医療が必要ですので、その中に加わって頂き研修を意義あるものにし
てください。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

不可 自家用車での通勤の可否

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

午後 （ 14:30 ～ 18:00

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○ ○

土 日

午前 （ 8:30 ～ 13:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ 腰椎穿刺

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 外来診療（週に６回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 120 人 平成 25

１．医療機関名 医療法人春秋会 南長崎クリニック

　　（住所） 長崎市松が枝町３−２０

２．常勤医師数 4 人 （平成26年4月25日現在）

５．標榜診療科
一般内科、消化器内科、神経内科、泌尿
器科
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

年

専門分野 内科（内分泌代謝、消化器）

指導医からのメッセージ
　昭和56年長崎大学卒業後、第一内科に所属し臨床を学びました。平成3年～平成19年まで原研山
下教授の教室（原研細胞）のもとで薫陶を受け、助教授(准教授）として学生教育と研究を行ってきまし
た。平成19年より南長崎クリニックに勤務し、現在は院長として地域医療に貢献しています。大学時代
には学生教育に力を注いできたので多くの学生に慕われたのが一番の誇りです。現在は、臨床の場
において多くの高齢者の皆さまに慕っていただいていることが喜びです。医療について知識と技術を
教えるだけでなく、医療の基本的な考え方を熱い心で教えていきたいと思います。

医療機関からのメッセージ
　南長崎クリニックは、大浦地区（石橋電停より徒歩5分）にある19床の入院施設を持つ有床診療所で
す。常勤医師4名（内科3名。泌尿器科1名）、非常勤医師4名が診療に従事しています。医療設備とし
てはCT、腹部エコー、内視鏡（上部、下部）などを所有しています。外来患者数：約150名/日、内視鏡
検査数：約10名/日です。本院の特徴は、グループホーム、有料老人ホーム、小規模多機能施設、デ
イケア、デイサービス、訪問看護ステーション、ヘルパーステーション、居宅介護支援事業所などを独
自で所有することにより医療と介護を包括した医療活動を行っている点です。そして地域住民の「老病
死」を看ることをコンセプトに「かかりつけ医」としての役割を果たしています。外来診療、訪問診療、入
院治療で医療知識・技術の習得ばかりでなく健康教室参加やケアマネージャー、介護スタッフなどと共
に行動することで地域医療の真髄を学んでいただくことができます。

年代 50 代

卒業 昭和 56

ふりがな なんば　ひろゆき

氏名 難波　裕幸

出身大学 長崎大学

土日祝の日直

土日祝の宿直

当直の有無 無

平日の宿直

１日平均入院患者数 1 人 平成 25 年度実績

年 4 月 25 日現在 ）病床数 19 床 （ 平成 26

有 病院食等の提供 食費：　無料

ガンガンゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 医療法人白髭内科医院
　　（住所） 長崎市片淵1丁目13番２８号

２．常勤医師数 1 人 （平成２９年４月１日現在）

５．標榜診療科 内科、呼吸器科、消化器科、循環器科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 69 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に５回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

○ その他 （ 特別養護老人ﾎｰﾑ、ﾞｲｻｰﾋﾞｽ、薬局、訪問歯科等の見学、実施体験 ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡 ○

創傷処理

○ その他 （ 採血、点滴 ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:30 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

午後 （ 15:00 ～ 18:00 第2,4休

宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 0 床 （ 平成

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　０　円／月

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 人 平成 年度実績

年 月

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

年代 50 代

卒業 昭和 63

ふりがな しらひげ　ゆたか

氏名 白髭　豊　

出身大学 東京医科大学

ガンガン

年

専門分野 内分泌,腫瘍内分泌,在宅医療

在宅訪問診療、在宅ケアにおける多職種の連携を学べます。往診、訪問診療への同行に加え、訪問
看護・訪問薬剤指導への同行、特別養護老人ホーム、ショートステイ、デイサービスを見学・実習して
いただきます。さらに保険薬局薬剤師、歯科衛生士、長崎市包括ケアまちんなかラウンジのスタッフな
ど地域ケアの現場スタッフと話し、実情を知ってもらうようにしています。診療所内では、外来研修とし
て予診から始まり、診察、各種検査の実践を行ってもらいます。院長、管理栄養士、臨床心理士からミ
ニレクチャーを行います。チャンスがあればスタッフと研修医の先生との宴会を開催（研修医負担なし）
しております。ぜひ在宅ケアの実地フィールドを体験しに御来院下さい。

ゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 晴海台クリニック
　　（住所） 長崎県長崎市晴海台町43-5

２．常勤医師数 1 人 （平成27年　7月29日現在）

５．標榜診療科
内科・循環器科・消化器科・呼吸器科・リハ
ビリテーション科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 50 人 平成 26

〇 〇

〇 外来診療（週に6回可能） 〇 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 〇 １か月

訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

〇 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

〇 〇 〇 〇

〇 その他 （ 薬剤指導、食事指導、運動指導、遠隔診療 ）

〇 上部内視鏡 下部内視鏡 〇

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 〇 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 〇

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 〇 〇

月 火 水 木 金

〇 〇 〇 〇

午後 （ 14:00 ～ 18:30

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） 〇 〇 〇 〇 〇

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

研修等アピールポイント

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　

無 病院食等の提供

年度実績

年 月 日現在 ）病床数 床 （ 平成

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 人 平成

ふりがな しばた　しげもり

氏名 柴田　茂守

出身大学 久留米大学

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

年

専門分野 循環器内科、スポーツ医学

大学卒業後、長崎大学第三内科（現：循環器内科）入局。長崎市立市民病院、日本赤十字社長崎原爆
病院、佐世保中央病院などなど多数の病院で研修を行いました。もともとクリニック継承開業予定でした
ので循環器領域にとらわれず、上部消化管内視鏡や皮膚科・小児科・整形外科など積極的に修行して
回りました。趣味は運動全般で、野球・ソフトボール・バレー・スキー・他・多数、日本体育協会の公認ス
ポーツＤｒ．の資格を有し、毎年国体の帯同Dr.も行っています。そのためクリニックには整形外科の標簿
はありませんがスポーツ外傷・障害の患者さんも多く来院されます。9月～12月の期間は長崎女子短期
大学の運動生理学講座を担当し講義行っています。希望があれば研修医の先生も一緒に参加しても
らっています。近隣に小児科がなく、保護者了解のもと、0歳児より診察を行っております。インフルエン
ザはもとより、麻疹・水痘・流行性耳下腺炎・手足口病・突発性発疹・プール熱・リンゴ病などなど教科書
でしか見たことがないような基本的な感染症がやってきます。感染症は一度経験すると忘れることはあ
りませんが、一度も経験していないと思いつきもしません。恐れず実践あるのみです。また不定期です
が往診や在宅医療もおこなっております。寝たきりや難病を抱える患者さん家族とともに悩み、支える医
療を行っています。さらに長崎県の警察委託医業務も行っており、希望＆タイミングがあえば自殺や孤
独死などの現場での検死業務も経験できるかもしれません。
2017年8月、遠隔診療始めました。最西端から最先端へ、スマホ外来体験してみませんか？

地域の皆さんが「ようわからんやったら、とりあえずクリニックにいかんね。どがんかしてくれるさ！」と
言ってくれています。最先端の技術や知識ではないかもしれませんが、自分でレントゲン撮影をし、心電
図を撮り、エコー・胃カメラもする、裂傷縫合したと思えば、次は子供の肘内障を整復、100人風邪を診た
中で1人の肺癌を見逃さない・・・一人孤島でも自信を持って医療ができる、そのような医師をめざす先生
には、ぴったりな研修場所かと思います。

年代 40 代

卒業 平成 7
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 医療法人社団　奥平外科医院
　　（住所） 長崎県長崎市梁川町4-15 

２．常勤医師数 1 人 （平成　　年　　月　　日現在）

５．標榜診療科 外科

〇 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 60 人 平成

〇 〇

〇 外来診療（週に　　　回可能） 〇 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇 ２週間 〇 １か月

〇 訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

〇 〇 〇 〇

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡 〇

創傷処理

〇 その他 （ 在宅患者さん　気切tube交換、膀胱瘻tube交換、静脈ポート穿刺針交換 ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 〇

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:30 ） 外来 外来

月 火 水 木 金

外来 外来 外来 外来

午後 （ 14:30 ～ 18:00 訪問診療

無 宿舎の有無 宿舎費用：　 院内・院外（病院から約　　㎞）

）
訪問診

療、外来
訪問診療

訪問診
療、外来

訪問診
療、外来

訪問診療

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．貴院からのメッセージ

1８．研修等アピールポイント

不可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：

無 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

年度実績

年 月 日現在 ）病床数 床 （ 平成

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 人 平成

ふりがな おくだいら　さだゆき

氏名 奥平　定之

出身大学 久留米大学

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

　○在宅医療（看取りを含む　平均1人／月）
　○肝臓病診療　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三本柱です
　○スポーツ医学（まだ研修中ですが・・・）

年

専門分野 外科・消化器

久留米大学卒業後、長崎大学第二外科に入局しましたが、学生時代から興味を持っていた肝臓病理
を学びたく、入局５年目から久留米大学の病理学教室に大学院生として４年間一般病理と共に肝臓病
理を学びました。長崎に戻ってからは大学病院や関連病院で外科一般の臨床をしながら、大学の大
学の肝臓病理、特に肝移植病理のお手伝いを開業した平成１９年より現在まで行っています。
　肝臓病に興味がある先生がいらしたら、更に一緒に研鑽を積みたいと考えています。

怪我から骨折等の外傷、加齢に伴う骨軟部疾患、消化器疾患、高血圧、糖尿病等の生活習慣病、う
つ病等の心の病、認知症診療、在宅医療等、様々な患者さんが来る何でも屋です。

年代 50 代

卒業 昭和 62
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

１．医療機関名 きのしたこどもクリニック
　　（住所） 長崎市住吉町３−１１ サンシャイン住吉 2F

２．常勤医師数 1 人

５．標榜診療科 小児科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 70 人 平成 25

○ ○

○ 外来診療（週に３回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ × × × ×

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

× × ○ ○

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○

午後 （ 14:00 ～ 18:30

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○

不可 自家用車での通勤の可否

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン

（平成26年3月24日現在）
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

無 病院食等の提供

病床数 無

当直の有無

平日の宿直

１日平均入院患者数

50 代

昭和 58 年

専門分野 小児科（小児内分泌学）

　長崎大学医学部を卒業後、小児科学教室（主任教授：辻　芳郎先生）に入局。大学病院で６か月間
研修した後、国立長崎中央病院（現：国立病院長崎医療センター）未熟室を皮切りに関連病院で小児
科一般臨床にあけくれる。平成８年、久しぶりに大学病院に戻り、小児内分泌を専門に臨床、教育、研
究に従事。その後８年間にわたり、病棟医長、医局長、平成13年からは助教授として教室運営に携
わったが、平成１６年より、「よしもと小児クリニック」に勤務（院長が病気療養のため）。平成２１年、「き
のしたこどもクリニック」に改名し現在に至る。当院の前身である「よしもと小児クリニック」は、長崎発
の小児内分泌疾患を専門として開設されたクリニックであり、長崎大学と連携を取りながら成長ホルモ
ン治療を中心に内分泌疾患や糖尿病の患者さんを診療している。このように一般小児科とはやや毛
色が異なるクリニックだが、最近は地域医療として予防接種、乳児検診をはじめとした一般小児診療
にも力を注いでいるので、こどもに興味のある研修医の先生方は一緒に楽しみましょう。

年代

卒業

ふりがな きのした　えいいち

氏名 木下　英一

出身大学 長崎大学

土日祝の日直

土日祝の宿直

ガンガンゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

１．医療機関名 医療法人　みやぞえ小児科医院
　　（住所） 長崎市矢上町２８−３１

２．常勤医師数 1 人 （平成26年4月1日現在）

５．標榜診療科 小児科

○ ２週間 １か月 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月

３．1日平均外来患者数 約 120 人 平成 25

訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 外来診療（週に５回可能）

○ その他 （ 保育園、小学校検診

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

午後 （ 14:00 ～ 18:00

無 宿舎の有無

） ○ ○ ○ ○ ○

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

無 病院食等の提供

病床数 無

当直の有無

平日の宿直

１日平均入院患者数

ふりがな みやぞえ　はつし

氏名 宮副　初司

出身大学 長崎大学

土日祝の日直

土日祝の宿直

年

専門分野 小児科（小児循環器）

小児科を目指す人大歓迎。

50 代

昭和 60

年代

卒業

ガンガンゆったり
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 重野耳鼻咽喉科医院
　　（住所） 長崎市扇町1-21

２．常勤医師数 1 人 （平成　　29年　9月　1日現在）

５．標榜診療科 耳鼻咽喉科，アレルギー科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 4 人／ 年

３．1日平均外来患者数 約 59 人 平成 28

○ ○

○ 外来診療（週に６回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

X ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

○ 住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

○ その他 （ めまい・難聴患者の総合的診療 ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

午後 （ 2:00 ～ 6:00

宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

） ○ ○ ○ ○

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 床 （ 平成

不可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 人 平成 年度実績

年 月

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 程度

年代 60 代

卒業 昭和 52

ふりがな しげのこういちろう

氏名 重野　浩一郎

出身大学 長崎大学医学部

ガンガン

年

専門分野 耳鼻咽喉科，めまい・難聴の診療

特に、めまいと難聴を専門領域としていますが、耳鼻咽喉科全般の診療を行っています。急性中耳
炎、慢性副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、急性あるいは慢性咽喉頭炎、耳垢栓塞、良性発作性頭位め
まい症、感音難聴（耳鳴、補聴器）などが主な疾患です。救急疾患としては、めまい、鼻出血、急性喉
頭蓋炎、咽頭異物があります。また、乳幼児から高齢者まで各年齢層の患者さんが来院します。
2週間から1ヶ月の研修で習得できることは限られていますが、まず鼓膜の所見がとれるようになるこ
と、鼻咽喉頭の解剖と生理が理解できること、耳鼻咽喉科救急疾患への初期対応ができるようになり
ます。その
他、代表的な耳鼻咽喉科疾患の検査や診断基準が理解できます。特に，めまい診療の基礎と実践に
ついて，理解を深めることが可能です。
診療所（開業医）は、大きな病院と異なり、特定の医師への診察を希望して来院する患者さんがほとん
ど
です。そのため研修医自身が初めから患者さんの診療に携わる機会は少ないと思います。ただ、開業
医の診療態度や患者さんへの接し方さらにスタッフとのコミュニケーションなども勉強になるのではな
いかと考えています。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

※　△は見学のみ（女性医師には、内診も積極的にしていただいてもかまいません。）

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

12．自家用車での通勤

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫）

○ 寝具（掛布団等） 座卓等 ○ エアコン

午後 （ 14:00 ～ 18:00 ○
(14:00～15:30）

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料 院内

） ○ ○ ○ 手術 ○

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:30 ） ○ ○

月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○
心臓血管エコー
（新生児の心エコー）

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 ○

○ その他 （ 産婦人科手術（帝王切開術等） ）

上部内視鏡 下部内視鏡 ○

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

△ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

○ 分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○ ○ ○ ○ ○

△ 外来診療（週に６回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1～2 人／ 年

３．1日平均外来患者数 約 50～80 人 平成 25

１．医療機関名 医療法人清巒会三浦産婦人科
　　（住所） 西彼杵郡時津町野田郷２５－１

２．常勤医師数 5 人 （平成26年３月20日現在）

５．標榜診療科 産婦人科、内科、小児科、外科
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13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

ガンガン

年

専門分野 産婦人科

指導医からのメッセージ
　産婦人科は、不妊や妊娠に関連して甲状腺疾患、膠原病、妊娠糖尿病の糖尿病などの内科の知識
も必要とされ、これに加えて外科という面もあるのが魅力です。産婦人科医でありながら、専門は糖尿
病や甲状腺、乳癌ということも可能な可です。産婦人科への入局か内科や外科との入局を迷っている
のであれば、産婦人科も十分知っておくことをおすすめします。

医療機関からのメッセージ
　院長の三浦清巒です。長大卒業後15年間同大学産婦人科に在局しておりました。その内10年間が
教員をしておりましたのでよく質問し、考えることを指導します。
　当院は、診療の最前線で活躍する開業医の集まりです。皆様が、将来、大学病院やその関連病院
の医師となられたら、一生涯開業医の実情を知ることはないと思われます。もし、将来開業医になられ
ても、良い開業医になるには、大学病院や関連病院で何を何を学ぶかをよく知って欲しい。　実地診療
から、患者をどのように診たり、考えたりするかを学んで欲しい。
　当院の特徴は、看護職を入れた医療スタッフが、勉強し考えることです。研修時は、患者に迷惑にな
らんない範囲で最大限に診察や傷の縫合等をしていただくことになります。

ゆったり

年代 40 代

卒業 平成 10

ふりがな みうら　せいよう

氏名 三浦　成陽

出身大学 秋田大学

土日祝の日直

土日祝の宿直

当直の有無 無

平日の宿直

１日平均入院患者数 15 人 平成 25 年度実績

年 3 月 20 日現在 ）病床数 19 床 （ 平成 26

有 病院食等の提供 食費：　無料（３食／日）
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

○ ○ ○ ○○

○ ○9:00

）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

）

地域医療行政との交流

３か月２か月

５．標榜診療科

○ ２週間 １か月

１０月

小児予防接種

○ ○ ○ ○

午前 （

その他 （

腹部エコー

○
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ○ ○ ○ ○

訪問看護への付き添い

○

住民の健康講話等

食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

エアコン寝具（掛布団等） 座卓等

１．医療機関名 医療法人友愛会田川療養所
　　（住所） 長崎市錦２丁目１－１

２．常勤医師数 9 人 （平成２８年９月１日現在）

年度実績

４．研修受入上限人数 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 90 人 平成 28

精神科・心療内科・内科・歯科

○ ○ ○

○ 外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療 ○

１１月

○
回復期のリハビリに関する
業務

心臓血管エコー

土 日

その他 （ ）

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

分娩

午後

月 火 水 木 金

～ 12:30 ○ ○ ○

○ ○）（ 13:30 ～ 17:00 ○ ○ ○

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

就職支援事業・外来作業療法などのにも注力しています。

当院は229床の中規模の精神科単科の病院で６０床の病床が３病棟・４９床１病棟に分かれています。
内訳は、１つが急性期治療病棟で新規の患者様を受入、３ヶ月以内に退院させることを目指していま
当院は併設して老人保健施設があり、当院にも認知症中心の病棟があります。
さらに外来患者の社会復帰を支援するため、訪問看護・ヘルパー派遣・デイケア・デイナイト・リワー

ガンガンゆったり

30 代

○ 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　０　円／月

○ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　０円／月

病床数

１日平均入院患者数 211 人 平成

平成 29

28 年度実績

年 9 月 1 日現在 ）229 床 （

当直の有無

平日の宿直 月 程度

ふりがな

土日祝の宿直 月 程度

さかみ　あきこ

土日祝の日直 月 程度

有・無・希望制

年代

氏名

出身大学

専門分野

卒業 年

酒見　安希子

佐賀大学

昭和・平成15
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

無 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

寝具（掛布団等） 座卓等 エアコン 食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

午後

月 火 水 木 金

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） 外来診療 病棟診察 外来診療 病棟診察 ﾃﾞｲｹｱ

上部内視鏡 下部内視鏡 腹部エコー 心臓血管エコー

土 日

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺 創傷処理

その他 （ ）

外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療 〇 訪問看護への付き添い

〇

その他 （ ）

１．医療機関名 医療法人厚生会　道ノ尾病院
　　（住所） 長崎市虹が丘町1番1号

２．常勤医師数 27 人 （平成　28年　8月　31日現在）

５．標榜診療科 精神科・心療内科・内科・皮膚科・歯科

年度実績

４．研修受入上限人数 3 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 271 人 平成 27

〇 ２週間 〇 １か月 ２か月 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇 〇 〇

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

（ 13:00 ～ 17:00 ）
病棟診療

等
訪問看護 ﾃﾞｲｹｱ

社会復帰
施設

地域活動
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

卒業 平成 元 年

有 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

当直の有無

平日の宿直 月 程度

病床数

１日平均入院患者数

785 床 （ 平成

有・無・希望制

28 年 8 月 31 日現在 ）

775 人

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

平成 27 年度実績

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

ふりがな やまだ　みのる

長崎県では一番大きな精神科病院です。思春期から高齢者まで幅広い患者の診療を行なっていま
す。精神科・心療内科の常勤医師が14名。内科医7名。外科1名。皮膚科1名。他多くの非常勤医師の
勤務もあります。女性医師も7名おり、院内保育所もあり、働きやすい環境です。医師用駐車場も整備
しています。

　【病院からメッセージ】長崎市北部、虹が丘町にある道ノ尾病院です。785床の入院病床があり、年間
の稼働率は98％です。外来も270名の平均患者があります。精神科全般の治療を行なっており、統合
失調症、うつ病院の治療や認知症の診断、入院治療まで行っています。内科、外科の医師がおり、身
体合併症の治療も積極的に行なっています。精神科デイケアやデイナイトケア、就労支援訓練など社
会復帰活動も盛んです。

ゆったり 〇 ガンガン

専門分野 精神科・心療内科

氏名

出身大学

山田　稔

長崎大学

年代 60 代
花祭り（レクリエーション風景） 
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

○ 宿舎の有 宿舎費用：　無料

土

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

院外（病院から約50ⅿ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン ○ 食器及び調理器具

日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）
別紙のとおり

午後

月 火 水 木 金

（ 13:00 ～ 17:15 ）

創傷処理

その他 （ PICC、胃瘻造設 ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

○ その他 （ 健康づくり座談会、保健福祉総合施設研修 ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 小児予防接種 ○
回復期のリハビリに関する
業務

○ 産婦人科診療

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療、行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケア
マネジャーとの交流

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 外来診療（週に2～3回可能） ○ 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ２週間 ○ １か月 ○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 533.3 人 平成 28

１．医療機関名 公立みつぎ総合病院
　　（住所） 広島県尾道市御調町市124番地

２．常勤医師数 33.8 人 （平成29年　4月　1日現在）

５．標榜診療科

内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、総合
診療科、小児科、外科、消化器外科、整形外科、脳
神経外科、精神科、産婦人科、皮膚科、泌尿器科、
眼科、耳鼻いんこう科、放射線科、リウマチ科、リハ
ビリテーション科、緩和ケア科、透析科、歯科、（禁
煙外来）
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

ガンガン

年

専門分野 一般外科

地域医療のメッカにようこそ。まず、プライマリ・ケア、第一次ならび二次救急を基本として、急性期はも
ちろん回復期（リハビリ）の医療を研修できます。そして専門病棟での緩和ケアを経験できます。さらに
地域に密着し、在宅医療、僻地診療所研修にもじっくり取り組むことができます。手取り足取り指導を
受け、消化器・呼吸器内視鏡、心臓・腹部超音波、消化管造影をはじめとした検査手技がマスターで
き、外科手術と麻酔を経験しながら、切開、皮膚縫合、糸結びの基本手技が身につきます。チーム医
療も盛んです。リハビリテーションチーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチームがアクティブですが、
チームの一員としてだけでなく主役として活躍できます。優しく全人的な視点をもち、その人の生活を
しっかり支える医療を身につけられます。
【病院からメッセージ】
当院は、地域包括ケアシステムを我が国で最も早く構築した病院であり、今日の介護保険制度のルー
ツといえます。地域中核病院としての機能を活用し、プライマリ・ケアを中心とした様々な基本的診療
能力を身に着け、外来、病棟、介護施設、在宅での医療を経験し、保健・医療・介護・福祉の各側面を
考慮した基本的な診療計画、即ち地域包括ケアシステムを網羅した計画を立案し評価できる能力を養
うことができます。また病棟では指導医と共に担当医として臨床を経験できます。
急性期医療のみならず、リハビリテーション、緩和ケアなど多様な研修が可能であり、特にリハビリ
テーションについては、急性期から回復期、維持期（生活期）、更に地域リハビリテーションまでを研修
でき、在宅医療はレスピレーター使用の神経難病、がん末期も対象とし、24時ケアの体験もできます。
地域医療を学ぶことは研修医にとって不可欠と考えます。

ゆったり

年代 50 代

卒業 平成 3

ふりがな すがわら　ゆうじ

氏名 菅原　由至

出身大学 広島大学

土日祝の日直 月 程度 （希望制）

土日祝の宿直 月 程度 （希望制）

当直の有無 有（希望制）

平日の宿直 月 4 程度 （希望制）

9 月 日現在 ）

１日平均入院患者数 206.9 人 平成 28

○ 病院食等の提供 食費：400円／1食

病床数 240 床 （ 平成 29 年

年度実績

1

○ 自家用車での通勤の可 駐車場代：　無料　
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午前 午後 備考

月
オリエンテーション
（地域医療研修全体）

講義（地域包括ケアシステム）

ADLカンファランス 言語療法室

言語療法室（講義含む） VE・VF検査

ADLカンファランス

理学療法室（講義含む）

木 回復期リハ病棟 回復期リハ病棟

リハビリ室 回復期リハ病棟

回復期リハ病棟 リハ回診

まとめ・評価

午前 午後 備考

月 緩和ケア病棟 緩和ケア病棟

火 大和診療所 大和診療所

臨床実習

（褥瘡回診）

音楽療法

病棟ケア、入浴介助

緩和ケア病棟

カンファランス

木 病棟ケア

金 緩和ケア病棟

金

第２週：緩和ケア病棟、大和診療所、療養病棟

水 NST回診

別紙　研修医スケジュール

第１週：回復期リハビリテーション病棟

火

水 地域包括ケア連携室概要
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午前 午後 備考

オリエンテーション（リハセンター） リハカンファランス

講義（地域リハ他） リハ回診

診療実習 リハ実習（生活リハ）

討議

オリエンテーション（一般棟診療） ケア技術実習（一般棟）

講義（一般棟診療） ケアカンファランス実習

診療実習（一般棟） 討議

オリエンテーション（認知症専門棟） ケアカンファランス実習 介護老人保健施設

講義（認知症専門棟） コミュニケーション実習 （認知症専門棟）

診療実習（一般棟・認知症専門棟、ＮＳＴ） 討議 通所リハ

オリエンテーション（グループホーム） 食事準備・食後片付け

施設見学 ドライブ・買い物

ケア技術実習 おやつ準備・介助

昼食準備・昼食 ケア技術実習、討議、

まとめ・評価

オリエンテーション
（デイサービスセンター）

特養個別リハビリ

診療実習・ケア技術実習 利用者回診・書類作成

デイサービス施設見学 個別作業療法・おやつ準備・介助

ケア技術実習 ケア技術実習、討議、

まとめ・評価

午前 午後 備考

オリエンテーション
包括支援センターと介護予防事業、
ケア担当者会議

センターの役割・介護保険制度の
意義仕組み等

ナイトパトロール

介護認定審査会又は酒を考える会

健康づくり座談会（健幸わくわく２１）

訪問リハビリは親子教室等

（リハスタッフ同行）

カンファランス

まとめ・評価

木 訪問診療

金 訪問介護

火 訪問看護 健康相談

水 介護予防センター

月

第３週：介護老人保健施設、介護老人福祉施設、リハセンター、グループホーム

月 リハセンター

火 介護老人保健施設

水

木 グループホーム

金 特養・デイサービスセンター

第４週：保健福祉センター、訪問看護ステーション
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

土曜日に1回、ボランティアあり。

11．宿舎 日曜日に1回、木工教室あり。

１．医療機関名 南相馬市立総合病院
　　（住所） 福島県南相馬市原町区高見町2-54-6

２．常勤医師数 28 人 （平成29年　4月　1日現在）

５．標榜診療科

内科、循環器科、神経内科、呼吸器内科、消化
器科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、
泌尿器科、産婦人科、耳鼻咽喉科、リハビリ
テーション科、麻酔科、放射線科、小児外科、リ
ウマチ科、腎臓内科、在宅診療科、心臓血管外
科、心療内科、眼科、皮膚科、血液内科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 320 人 平成 28

× ○

外来診療（週に　　回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ×

小児予防接種 回復期のリハビリに関する業務 分娩

○ 住民の健康講話等 ○ 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケアマ
ネージャーとの交流

× × ○ ○

その他 （ ）

上部内視鏡 下部内視鏡

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー 心臓血管エコー

気管支鏡 ＩＶＨ 腰椎穿刺

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ） 仮設住宅サロンでの健康講話、他施設訪問 休

月 火 水 木 金

休

午後 （ 13:00 ～ 17:15 ）
仮設住宅サロンでの健康講話、往診同行、他施設訪
問

休 休

無 食器及び調理器具

有 宿舎駐車場 有 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・約8,000円／月 院内・院外（病院から約　1㎞）

有 寝具（掛布団等） 有 座卓等 有 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 230 床 （ 平成 28

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

可 病院食等の提供 食費：　無料　・　430円または540円／月

１日平均入院患者数 約130 人 平成 27 年度実績

年 8 月 31

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 1 程度

年代 50 代

卒業 昭和・平成4

ふりがな ねもと　つよし

氏名 根本　剛

出身大学 福島県立医科大学

ガンガン

年

専門分野
消化管外科が専門でしたが、震災
を契機に一般内科、在宅医療を中
心に診療

　当科での地域研修は医療を学ぶというより“地域を学ぶ”ということに重きを置いています。
具体的には訪問看護師や訪問リハビリに同行し、その意義と実際をみること、南相馬市社会福祉協議
会および包括支援センターで介護の現場や地域のおかれている現状を知ること、障害者の就業支援を
している施設に出向き、彼らの活動の意義を知ること、さらに震災を経てこの地域に新しい産業を興そう
と模索している人たちに会い、彼らの思いを知ることなど、多様な研修内容となっています。医療を受け
る地域住民の生活を直接見ることができれば、自分が将来どのような医療を目指せば良いのかが見え
てくると考えたからです。
東日本大震災後、より人的資源不足が南相馬では顕著になり、様々な問題がでています。その様な中
で地域の医療者や多様な問題に立ち向かう地域のリーダーたちに会うことで地域の人々がどう考え、ど
のような生活をしているかを見ることは、今後医療に従事していく上で大きな意味があると思います。

ゆったり ○
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間（外科研修の一例）

11．宿舎

食器及び調理器具

○ 宿舎駐車場 ○ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

○ 寝具（掛布団等） ○ 座卓等 ○ エアコン

午後 （ 13:00 ～ 17:15

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　1　㎞）

） 手術

病棟カン
ファレン

ス
病理切り

出し

手術

消化器カ
ンファレン

ス
手術

手術

土 日

午前 （ 8:30 ～ 12:00 ）

処置外
来

病棟回
診

病棟回
診

月 火 水 木 金

病棟回
診

病棟回
診

病棟回
診

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

○ 気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

○ 訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ×

○ 小児予防接種
回復期のリハビリに関する業
務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流 ○
ソーシャルワーカーやケアマ
ネージャーとの交流

× × × × × ○

外来診療（週に　　　回可能） ○ 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 463 人 平成 28

１．医療機関名 公立相馬総合病院
　　（住所） 福島県相馬市新沼字坪ヶ迫142番地

２．常勤医師数 23 人 （平成29年 9月 1日現在）

５．標榜診療科

内科、消化器科、循環器科、呼吸器科、腎臓・
内分泌内科、糖尿病内科、小児科、外科、整
形外科、泌尿器科、皮膚科、産婦人科、耳鼻
咽喉科、形成外科、脳神経外科、心臓血管外
科、眼科、麻酔科、放射線科、リハビリテー
ション科
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

ガンガン

年

専門分野 外科

当地域は、過疎化、高齢化が急速に進行しています。この状況は、これから迫り来る日本の将来の姿
を連想させます。都市部の大病院が集約化、合理化された現代医療を提供するのに対し、我々は地
域に根ざした医療を実践しています。
地方の病院が提供する医療現場を体験することにより、これからの日本の医療のあり方を考えるきっ
かけになればと考えております。救急医療を含め、手技的なことは、十分体験できると自負していま
す。大病院にはない、東北の被災地の田舎の病院を見てみてください。
【病院からのメッセージ】
当院は福島県の太平洋に面した北東端に位置し、福島駅まで１時間半、仙台駅や仙台空港まで１時
間以内で移動可能な地にあります。
平成２３年３月の東日本大震災、その後の放射能流出事故においては大きな打撃を受けましたが、直
後から昼夜を問わず診療を行なってきました。
現在も各地が総力を挙げて復興に取り組んでおりますが、その復興過程を研修医の皆様は身近な問
題として実感されることと思います。
また、当院が行政と協力して実施している放射能流出事故に関しての健康診査・内部被ばく検査等に
おいても、通常では経験することのない災害医療に関わることができ、今後の日本の医療を担う諸君
にとって貴重な研修となるものと確信しています。

ゆったり

年代 50 代

卒業 昭和・平成3

ふりがな やまき　ひでお

氏名 八巻　英郎

出身大学 福島県立医科大学

土日祝の日直 月 1 程度

土日祝の宿直 月 0 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 2 程度

１日平均入院患者数 140 人 平成 28 年度実績

年 9 月 1 日現在 ）病床数 230 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

有 病院食等の提供 食費：　無料　・　510　円／月
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

※ カンファは8：00～8：30
11．宿舎

１．医療機関名 伊万里有田共立病院
　　（住所）

２．常勤医師数 21 人 （平成２７年　７月　１日現在）

５．標榜診療科

外科、胸部外科、消化器外科、整形外科、脳
神経外科、救急科、内科、神経内科、呼吸器
内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病・代
謝内科、リウマチ科、小児科、泌尿器科、眼
科、耳鼻咽喉科、婦人科、放射線科、麻酔科、
リハビリテーション科、心臓血管外科

〇 ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 2 人／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 259 人 平成 26

〇 〇

〇 外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療

〇 ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

〇 ２週間 〇 １か月

訪問看護への付き添い

〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児予防接種
回復期のリハビリに関する業
務

分娩

〇 住民の健康講話等 〇 地域医療行政との交流 〇
ソーシャルワーカーやケアマ
ネージャーとの交流

〇 〇 〇 〇

その他 （ 当直 ）

〇 上部内視鏡 〇 下部内視鏡 〇

創傷処理

〇 その他 （ 全身麻酔 ）

腹部エコー 〇 心臓血管エコー

〇 気管支鏡 〇 ＩＶＨ 〇 腰椎穿刺 〇

土 日

午前 （ 9:00 ～ 12:00 ） 外来
カンファ、

外来

月 火 水 木 金

外来
カンファ、

外来
外来

午後 （ 13:00 ～ 17:00

有 宿舎の有無 宿舎費用：　無料　 院外（病院から約0.1　㎞）

） 手術 内視鏡
手術、内

視鏡
内視鏡 手術

〇 食器及び調理器具

〇 宿舎駐車場 〇 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

〇 寝具（掛布団等） 〇 座卓等 〇 エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．貴院からのメッセージ

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料

有 病院食等の提供 食費：　無料　

年 7 月 1 日現在 ）病床数 206 床 （ 平成 27

当直の有無 希望制 １回あたり20,000円

平日の宿直 月 程度

１日平均入院患者数 174 人 平成 26 年度実績

ふりがな ももざき　のぶあき

氏名 桃崎　宣明

出身大学 佐賀医科大学

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

年

専門分野 脳神経外科

佐賀医科大学（現佐賀大学医学部）の一期生で、脳外科医として、脳卒中、認知症、脊椎疾患、脳腫
瘍、てんかんなどの診療に当たり、開頭術、頸動脈手術、バイパス手術以外に脊椎手術も行います。
さらに脊椎は、固定手術も行います。個人的には、年間300～400例の手術を経験しておりますが、上
達論に基付く指導を行い、患者さんを極力危険に晒さないで技術や技能をマスターするための方法を
確立しております。特に対面式顕微鏡を用いた開頭手術は、世界初の方法で、興味のある方には、研
修医でも実際の手術を経験してもらっています。地域医療の実践を通じて、簡単な手技から難しい手
術まで、上達法を学ぶことは、将来何科の専門医になられるにしろ、非常に役に立つものと自負してお
ります。

当院は、佐賀県の西に位置する206床の災害拠点病院です。MDCT2台(64列と80列)、1.5TMRI１台、
血管造影は、設置型１台（バイプレーン）、移動型１台を有しております。地域住民の健診から、脳卒中
に対する血管内治療、内視鏡手術なども行っております。医師間の垣根は低く、電話１本で、各科のコ
ンサルトが可能で、良好なチーム医療が行われております。また、周辺の医療機関との連携もスムー
ズで、勉強会や研究会を通じて、医療の標準化を図っております。田舎で、交通の便がやや悪く、自家
用車が必須ですが、敷地内に官舎と託児所も完備しております。

年代 50 代

卒業 昭和 59
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 豊見城中央病院
　　（住所） 沖縄県豊見城市字上田25番地

２．常勤医師数 114 人 （平成29年4月1日現在）

５．標榜診療科

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内
科、神経内科、精神科、膠原病内科、糖尿病・代謝内科、
外科、呼吸器外科、少活気外科、乳腺外科、内視鏡外
科、血管外科、心臓血管外科、移植外科、小児科、整形
外科、緩和ケア外科、産婦人科、産婦人科（不妊治療）、
眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、脳神経外科、形
成外科、美容外科、顎顔面外科、麻酔科、放射線科、リハ
ビリテーション科、リウマチ科、救急科、病理診断科、歯科

２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人／ 月

３．1日平均外来患者数 約 877 人 平成 28

◯ ◯

◯ 外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療

３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ◯ １か月

訪問看護への付き添い

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

× ◯ ◯ ◯

◯ その他 （ 当直業務 ）

◯ 上部内視鏡 ◯ 下部内視鏡 ◯

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ◯ 心臓血管エコー

◯ 気管支鏡 ◯ ＩＶＨ ◯ 腰椎穿刺 ◯

土 日

午前 （ 7:30 ～ 12:00 ） 病棟 病棟

月 火 水 木 金

病棟 病棟 病棟 病棟

午後 （ 13:00 ～ 17:30

◯ 宿舎の有無 宿舎費用：50,000円／月 院外（病院から徒歩2分）

） 病棟 病棟 病棟 病棟 病棟

× 食器及び調理器具

◯ 宿舎駐車場 ◯ 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

× 寝具（掛布団等） × 座卓等 ◯ エアコン
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 378 床 （ 平成 29

◯ 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　1,000円／月

× 病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 368 人 平成 28 年度実績

年 4 月 1

土日祝の日直 月 程度

土日祝の宿直 月 程度

当直の有無 希望制

平日の宿直 月 程度

年代 50 代

卒業 平成 2

ふりがな かかず　まさのり

氏名 嘉数　真教

出身大学 自治医科大学

ガンガン

年

専門分野 循環器内科

当院は地域支援型急性期病院という立場上、一次から三次までの救急患者の受け入れを行なってお
り、年間救急車受け入れ数もが4,300台を超えています。那覇空港から最も近いこともあり、ヘリ搬送
支援にも携わり、沖縄本島のみならず離島からの患者様の受け入れも多くあります。
　そういう環境であり、数多くの症例を経験してもらう研修をしてもらうことができる思います。
　また、各科専門医も含め100人もの指導医が研修教育に力をいれていることも特徴の一つです。ど
の診療科も毎朝、勉強会を開き、医局の講演会や土曜日のERカンファレンスには約50名が参加し、活
発な質疑応答が行われています。月2回の群星沖繩臨床研修センター長の徳田安春先生をはじめと
した外部講師のレクチャーや教育回診では、問診、理学所見、診断へのアプローチに関する標準的方
法を学びつつ、基本的な臨床能力を磨いていくことができます。
　当直もそれなりに多いのですが、それに負けない元気な研修医たちが頑張っていますので、興味の
ある先生方は是非問い合わせてください。

ゆったり ◯
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６．地域医療研修受け入れ可能な期間

７．１年間で受け入れできる月（○）　できない月（×）

８．研修期間中にできること

９．研修医が経験できる可能性のある手技

10．研修医の勤務時間

11．宿舎

１．医療機関名 医療法人医誠会　医誠会病院
　　（住所） 大阪府大阪市東淀川区菅原6-2-25

２．常勤医師数 75 人 （平成29年10月1日現在）

５．標榜診療科

総合診療科、糖尿病内科、救急科、消化
器内科、消化器外科、心臓血管外科、循
環器内科、呼吸器内科・呼吸器外科、脳
神経外科・脊椎脊髄外科、泌尿器科、腎
臓内科、婦人科、乳腺科、眼科、耳鼻咽喉
科、皮膚科、形成・美容外科、整形外科、
放射線科、放射線治療科、麻酔科、リハビ
リテーション科、病理診断科

○ ２か月

年度実績

４．研修受入上限人数 1 人 ／ 月・年

３．1日平均外来患者数 約 480 人 平成 28

○ ○

外来診療（週に　　　回可能） 訪問診療

○ ３か月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２週間 ○ １か月

訪問看護への付き添い

○ ○ ○ ○ ○ ○

小児予防接種
回復期のリハビリに関する
業務

分娩

住民の健康講話等 地域医療行政との交流
ソーシャルワーカーやケア
マネージャーとの交流

○ ○

その他 （ ）

○ 上部内視鏡 ○ 下部内視鏡 ○

創傷処理

その他 （ ）

腹部エコー ○ 心臓血管エコー

気管支鏡 ○ ＩＶＨ ○ 腰椎穿刺 ○

～ 17:00

土 日

午前 （ 8:30 ～ ） 手術
・

病棟

手術
・

病棟

月 火 水 木 金

エアコン 食器及び調理器具

宿舎駐車場 電家製品（冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ）

）

宿舎の有無 宿舎費用：　無料　・　　　　円／月 院内・院外（病院から約　　㎞）

寝具（掛布団等） 座卓等

手術
・

病棟

手術
病棟
ｶﾝﾌｧ

手術
・

病棟

手術
・

病棟

手術
・

病棟午後 （
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12．自家用車での通勤

13．病院食等の提供

14．入院施設について

15．指導医のプロフィール

16．研修医へのメッセージ

17．研修スタイル

日現在 ）病床数 327 床 （ 平成 29

可 自家用車での通勤の可否 駐車場代：　無料　・　　　　円／月

病院食等の提供 食費：　無料　・　　　　円／月

１日平均入院患者数 310 人 平成 28 年度実績

年 10 月 1

土日祝の日直 月 2 程度

土日祝の宿直 月 0 程度

当直の有無 有・無・希望制

平日の宿直 月 4 程度

年代 60 代

卒業 昭和 55

ふりがな はすいけ　やすのり

氏名 蓮池　康徳

出身大学 信州大学

○ ガンガン

年

専門分野 消化器外科

＜医誠会病院の特色＞
当院は大阪市東淀川区に位置し、ベッド数3,000床、総従業員数5,000人を超える医療法人医誠会の中
核病院として、24時間365日体制で地域の救急医療の一翼を担っている。平成23年度より臨床研修指
定病院の認定を受け、毎年基幹型として2名、大阪市立大学附属病院の協力型病院として1～4名の1
年次研修医の受け入れを行っている。研修医同士の関係は毎年良好で、切磋琢磨しながら成長してい
る。また、研修医室内・カンファレンス等で1・2年次研修医の交流も盛んである。

＜地域医療研修について＞
【受入れ期間】1ヵ月～3ヵ月　※1期間に1名ずつ研修可
【寮について】寮はない。マンスリーマンションの手配を行う。（個人負担額　21,000円/月）
【受入れ可能診療科】消化器外科、脳神経外科、救急診療科、消化器内科より選択可
【当直】希望により週1回程度実施。救急診療科での副直となる。

＜プログラム責任者より（副院長・消化器外科部長　蓮池　康徳＞
　当院は急性期病院です。患者さんの数は大阪でも有数です。そして、脳外科、消化器、救急、循環器
をはじめ、優秀な先生方にもめぐまれています。さらに、研修医の皆さんにとっては、少人数制で、希望
する科も選択し易い自由度の高いプログラムになっています。その環境を生かし、プロの医師としての
基本である患者さんを如何に的確に診て、未来を予測し、治療するかを学んでいただきます。専門の技
術は一生の仕事です。
　初期研修では満足のいくレベルまではたどりつけないかもしれませんがサポートします。しかし、患者
さんを診ることは初期研修でプロになってください。そして、其の診断が正しかったかは患者さんから聞
きましょう。複雑にからんだ病気の紐を解きほぐして患者さんが治るとき、先生方は「医者になってよ
かった、医者は楽しい」と感じられるはずです。
　当院での地域医療研修が実り多きものになるように、当院のスタッフ一同、手を携えていく所存です。

ゆったり
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お問い合わせ先 

長崎大学病院医療教育開発センター 

E-mail：mhrinsho@ml.nagasaki-u.ac.jp 

電話：０９５-８１９-７８７４ 




